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学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



追　悼　の　つ　ど　い

遺影を前に挨拶をする江田昌佑理事長

遺影を前に献花する遺族のかたがた一般社団法人茗渓会「追悼のつどい」

懇談会に出席された遺族の皆さま懇談会で挨拶する江田昌佑理事長

来賓挨拶　筑波大学学長代理三明康郎氏

平成27年9月5日（土）於筑波大学
（P.9参照）



　

茗
渓
会
の
筑
波
大
学
支
援
事
業
の
一
つ
で
あ
る
学
生
活
動
支

援
助
成
金
が
、
筑
波
大
学
の
学
生
の
団
体
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

7
月
23
日
、
筑
波
大
学
学
長
応
接
室
に
お
い
て
江
田
昌
佑
茗
渓

会
理
事
長
か
ら
永
田
恭
介
学
長
へ
の
目
録
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

引
続
き
、
総
合
交
流
会
館
に
お
い
て
江
田
理
事
長
か
ら
各
団
体

の
代
表
者
（
16
団
体
）
へ
の
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
助
成
金
総
額
は
300
万
円
で
、
助
成
金
が
交
付
さ
れ

た
団
体
は
、
次
の
と
お
り
。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
部
／
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
部
／
応
援
部W

IN
S

／
管
弦
楽
団
／Realjam

／
つ
く
ば
ろ
ぼ
っ
と
サ
ー
ク
ル
／
学
び
場
さ
く
ら
塾
／H

SCat

／
筑
波
学
生
文
芸
賞
運
営
委
員
会
／
平
成
27
年
度
筑
波
大
学
学

園
祭
実
行
委
員
会
／
ふ
る
さ
と
つ
く
ば
ゆ
い
ま
つ
り
実
行
委
員

会
／
筑
波
大
学
附
属
病
院
前
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
筑
波

大
学
大
学
院
弓
道
コ
ー
チ
ン
グ
論
研
究
室
／
み
ん
な
で
作
る
筑

波
大
学
産
昆
虫
目
録
実
行
委
員
会
／
筑
波
大
学
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
食
と
酒　

東
北
祭
り
実
行
委
員
会
。

平
成
27
年
度
茗
渓
会
学
生
活
動

助
成
金
贈
呈
式
・
交
付
式

特 集

筑波大学附属小学校を望む 総合活動の時間で生徒たちがゲームをする様子

筑
波
大
学
附
属
諸
学
校
を

巡
る
　
　
　
　
　
そ
の
（1）



1

は
じ
め
に

現
在
、
筑
波
大
学
に
は
11
校
の
附
属
学
校
が
あ
る
こ
と
を
皆
様

も
御
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
各
附
属
学
校
の
歴
史
は
古
く
、
附
属

小
学
校
を
始
め
、
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
、
附
属
視
覚
特
別
支

援
学
校
な
ど
は
、
135
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
各
附
属
学

校
の
歴
史
は
様
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
旧
東
京
教
育
大
学
の
附
属

学
校
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
大
学
生
実
習
の
場
と
し
て
、
ま
た
自

由
で
、
斬
新
で
、
一
歩
先
に
日
本
の
教
育
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
と

い
う
輝
か
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
所
在
地
は
、
図
⚑
に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
の
一

都
三
県
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

第
⚙
代
の
永
田
学
長
は
、
嘉
納
治
五
郎
の
掲
げ
た
⽛
師
魂
理
才
⽜

を
筑
波
大
学
の
根
幹
に
置
き
、
世
界
の
中
で
活
躍
で
き
る
学
生
を

育
て
る
た
め
に
⽛
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
大
学
⽜
の
先
駆
者
た
ら
ん

と
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
附
属
学
校
11
校
（
附
属
学
校
群
）
は
、
第
Ⅲ
中

期
目
標
・
中
期
計
画
と
し
て
世
界
に
通
用
す
る
⽛
グ
ル
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
⽜、
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
ー
を
視
野
に
入
れ
た
⽛
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
⽜、
未
来
型
の
学
校
を
目
指
す
た

め
に
⽛
附
属
学
校
群
及
び
大
学
の
連
携
強
化
⽜
を
大
き
な
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
。
今
回
こ
う
し
て
、
各
附
属
学
校
の
紹
介
を
⽛
茗

渓
⽜
に
掲
載
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
私
の
方
か

ら
は
、
附
属
学
校
全
体
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
附

属
学
校
群
が
目
指
す
事
柄
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2

附
属
学
校
群
の
3
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

平
成
25
年
⚔
月
、
私
が
教
育
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
⚓
つ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
附
属
学
校
の
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

①

子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
し
、
最
良
の
教
育
を
提
供
す
る
。

②

教
職
員
が
互
い
を
尊
敬
し
、
働
き
が
い
を
感
じ
る
職
場
を

作
る
。

③

筑
波
大
学
の
一
員
と
し
て
、
教
育
と
研
究
に
貢
献
し
、
経

営
努
力
を
行
う
。

第
一
に
、⽛
子
ど
も
⽜
へ
の
教
育
の
質
の
高
さ
が
筑
波
大
学
附
属

学
校
群
の
誇
り
で
す
。
こ
れ
は
教
職
員
の
自
己
管
理
と
研
修
の
積

み
重
ね
に
よ
っ
て
可
能
に
な
り
ま
す
。
自
分
を
厳
し
く
律
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

第
二
に
、
筑
波
大
学
附
属
学
校
群
が
教
職
員
に
と
っ
て
働
く
意

欲
が
出
る
職
場
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
働
き
が
い
は
、
子
ど

も
の
成
長
や
教
職
員
自
身
の
成
長
や
学
校
の
雰
囲
気
の
向
上
な
ど

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
互
い
の
良
さ
を
み
つ
け
、
不
適
切

な
と
こ
ろ
は
率
直
に
指
摘
し
あ
い
、
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
三
は
、
永
田
恭
介
学
長
が
掲
げ
て
い
る
筑
波
大
学
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
達
成
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
⽛
地

球
規
模
課
題
の
解
決
と
未
来
地
球
社
会
の
創
造
に
向
け
た
知
の
創

造
と
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
⽜
で
す
。
ま
さ
に
附
属
学
校
群
で

貢
献
で
き
る
テ
ー
マ
で
す
。

3

三
拠
点
構
想

大
学
が
、
国
立
か
ら
国
立
大
学
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
っ
て
、
附
属
学
校
も
国
立
大
学
の
附
属
組
織
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
附
属
学
校
と
し
て
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
を
構
想

す
る
柱
と
し
て
、
考
え
た
も
の
が
こ
の
三
拠
点
構
想
で
す
。
そ
の

結
果
、⽛
先
導
的
教
育
拠
点
⽜⽛
教
師
教
育
拠
点
⽜⽛
国
際
教
育
拠

点
⽜
の
三
つ
の
課
題
の
基
、
各
附
属
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

⽛
先
導
的
教
育
拠
点
⽜
に
つ
い
て
は
、


附
属
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
と
大
学
の
教
員
か
ら
校
正

さ
れ
る
⽛
四
校
研
⽜
を
中
心
に
⽛
小
・
中
・
高
一
貫
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
開
発
の
研
究
⽜
に
着
手
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
作
成
で
き

た
。
現
在
日
々
の
教
育
実
践
の
中
で
、
修
正
の
段
階
に
入
っ
て

い
る
。
来
年
の
⚔
月
に
は
、
冊
子
に
な
る
予
定
で
あ
る
。
全
国

で
進
め
ら
れ
て
い
る
小
・
中
一
貫
教
育
や
中
高
一
貫
教
育
に
お

け
る
授
業
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。


附
属
駒
場
高
校
は
⽛
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）⽜、附
属
高
校
と
附
属
坂
戸
高
校
は｛
Ｓ
Ｇ
Ｈ（
ス

ー
パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）｝
と
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
の
先
導
的
な
実
践
校
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
坂

戸
高
校
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
Ｄ
Ｐ
の
候
補
校
と
な
り
、
認
定
を

目
指
し
て
い
る
。

3

 

 



































































国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
附
属

11
校
の
紹
介

国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学
副
学
長

附
属
学
校
教
育
局
教
育
長

石
隈
利
紀

石隈利紀

特 集




筑
波
大
学
附
属
学
校
に
は
、
知
的
障
害
、
自
閉
症
、
肢
体
不
自

由
、
視
覚
障
害
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
⚕
つ

の
特
別
支
援
学
校
が
あ
り
、
特
別
支
援
教
育
の
先
導
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
。
更
に
普
通
附
属
と
特
別
附
属

の
連
携
で
は
、
各
校
で
交
流
教
育
が
日
常
化
し
て
い
る
が
、
本

年
度
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
一
環
と
し
て
附
属
学
校
群

と
し
て
⽛
長
野
県
黒
姫
山
合
宿
⽜
を
敢
行
し
、
成
功
裏
に
終
わ

っ
た
。
新
し
い
試
み
で
は
あ
っ
た
が
、
今
後
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
在
り
方
を
提
示
で
き
た
と
思
う
。
障
害
の
あ
る
子
ど

も
と
定
型
発
達
の
子
ど
も
が
、
共
同
生
活
で
、
相
互
に
支
え
、

手
伝
い
な
が
ら
、
多
様
な
人
と
関
わ
り
、
共
に
苦
労
し
、
喜
ぶ

経
験
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
そ
れ
を
支
え
る
教
職
員
も

障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
⽛
合
理
的
配
慮
⽜
と
そ
れ
を
含
む
す

べ
て
の
子
ど
も
へ
の
⽛
一
般
的
配
慮
⽜
の
工
夫
に
つ
い
て
発
見

す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。


朝
永
振
一
郎
生
誕
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
⽛
科
学
の
芽
⽜
賞
は
、

全
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら
自
由
研
究
を
募

集
し
、
⚕
⚐
⚐
⚐
件
を
超
え
る
応
募
が
あ
る
。
未
来
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
目
指
し
て
ほ
し
い
子
ど
も
達
の
意
欲
を
大
い
に
刺
激
し

て
い
る
。
今
年
度
は
、
10
周
年
を
記
念
し
て
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
審
査
に
携
わ
っ
て
い
る
大
学
の
教
員
や
、
現
場
の
小
学
校

や
高
校
の
先
生
方
を
交
え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

⽛
教
師
教
育
拠
点
⽜
に
つ
い
て
は
、


教
員
免
許
状
更
新
講
習
を
附
属
教
育
局
と
附
属
学
校
の
教
員
を

中
心
に
東
京
地
区
で
実
施
し
て
い
る
。
会
場
は
、
茗
荷
谷
の
東

京
キ
ャ
ン
パ
ス
、
附
属
学
校
群
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
。

毎
年
⚒
⚐
⚐
⚐
人
を
超
え
る
参
加
者
の
講
習
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
10
年
ご
と
の
学
び
直
し
は
、
教

員
に
と
っ
て
⽛
自
分
の
教
育
実
践
を
見
直
す
機
会
と
な
っ
て
お

り
、
筑
波
大
学
附
属
学
校
等
で
の
講
習
は
そ
の
貴
重
な
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。


茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町
と
の
包
括
連
携
事
業
（
教
育
分
野
）
に

つ
い
て
は
、
地
域
連
携
の
視
点
か
ら
、
附
属
の
学
校
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
。
主
に
は
、
附
属
の
学
校
の
資
源
で
あ
る
先
進

的
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
授
業
の
交
流
、
生
徒
児
童
間
の
交

流
等
を
進
め
て
い
る
。


毎
年
附
属
学
校
に
は
、
全
国
お
よ
び
世
界
か
ら
多
く
の
教
員
や

教
育
行
政
担
当
者
が
、
視
察
や
研
修
で
訪
問
す
る
。
附
属
学
校

群
は
、
授
業
、
行
事
な
ど
教
育
実
践
の
⽛
モ
デ
ル
⽜
と
し
て
の

要
請
が
多
い
。

⽛
国
際
教
育
拠
点
⽜
に
つ
い
て
は


附
属
学
校
国
際
教
育
推
進
に
つ
い
て
は
、
附
属
学
校
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
資
す
る
事
業
の
推
進
を
進
め
て
い
る
。
全
附
属
学
校

の
国
際
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教
育
活
動
を
整
理
す
る
表
を

作
成
し
て
、
国
際
教
育
の
活
動
例
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
諸
外

国
の
学
校
と
姉
妹
校
締
結
を
し
、
毎
年
生
徒
間
交
流
、
教
師
間

交
流
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
着
実
に
進
め
て
い
る
。


⚒
⚐
⚒
⚐
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
全
国
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
ど
ん
な
内
容
で
進
め
る
の
か
ま
だ
十
分
に
共
有

さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
筑
波
大
学
附
属
学
校
群
で

は
、
筑
波
大
学
体
育
系
真
田
久
教
授
ら
と
共
同
で
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
全
国
に
先
駆
け
て
進
め
て
き

て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
実
践
内

容
に
つ
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
大
学
と
連
携
し

て
開
く
な
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ
始
め
て
い
る
。
更
に
筑
波
大

学
は
、
文
部
科
学
省
の
⽛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
調
査
研
究
事
業
⽜
の
委
託
を
受
け
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
全
国
に
発
信
し
て
い
る
。

⚔

今
後
の
将
来
構
想

日
本
の
学
校
教
育
に
お
け
る
課
題
は
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
学
力
や
問
題
解
決
能
力
を
開
発
向
上
さ
せ
る
教
育

と
同
時
に
、
い
じ
め
、
不
登
校
等
へ
の
対
応
、
ま
た
発
達
障
害
等

の
あ
る
子
ど
も
へ
の
合
理
的
配
慮
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文
科
省
は
こ
れ
ら
の
状
況
で
学
校
教
育
の
水
準
を
維
持
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
な
ど
専

門
的
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
⽛
チ
ー
ム
学
校
⽜
を
提
唱
し
て
準
備
し

て
い
ま
す
。筑
波
大
学
附
属
学
校
群
は
、総
合
的
な
知
的
能
力（
総

合
智
あ
る
い
は
教
養
）
を
育
て
る
教
育
を
核
と
し
て
、
多
様
な
人

と
共
生
す
る
能
力
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
教

育
研
究
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
教
師
力
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
ら
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
力
、
そ
し
て
多
様

な
人
材
の
教
育
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
教
員
の
力

の
育
成
に
つ
い
て
、
新
し
い
方
法
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

4

●
広
報
誌
名
⽛
ポ
ロ
ー
ニ
ア
⽜
の
由
来

⽛
ポ
ロ
ー
ニ
ア
⽜
と
は
、⽛
桐
⽜
の
属
名
で
あ
り
、
Paulow
niaと

綴
る
。
本
誌
を
⽛
ポ
ロ
ー
ニ
ア
⽜
と
名
づ
け
た
の
も
、
筑
波
大
学

の
紋
章
に
⽛
五
三
の
桐
⽜
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。
し
か

し
、
ポ
ロ
ー
ニ
ア
を
付
与
し
た
理
由
が
他
に
も
存
在
す
る
。
近
代

西
洋
医
学
を
日
本
に
伝
え
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
日
本
に
お
い
て
、

桐
が
瑞
祥
の
象
徴
と
見
な
さ
れ
、
皇
室
を
は
じ
め
高
貴
な
家
柄
の

紋
所
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
Paulow
nia(後
援

者
の
オ
ラ
ン
ダ
の
パ
ウ
ロ
ウ
ナ
公
妃
に
因
む
)こ
そ
が
植
物
の
桐

の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
、
桐
の
学
名
(Paulow
nia

im
perialis)に
定
め
、
パ
ウ
ロ
ウ
ナ
公
妃
に
献
呈
し
た
。
ポ
ロ
ー

ニ
ア
の
故
事
来
歴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
き
、
ポ
ロ
ー
ニ
ア
と
命

名
し
た
。



⚑

研
究
活
動
の
使
命

本
校
は
、
大
学
に
附
属
し
て
小
学
校
教
育
の
理
論
と
実
際
に
つ

い
て
研
究
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
成

果
は
各
地
の
公
立
学
校
の
教
育
活
動
へ
の
考
え
方
や
、
そ
れ
に
伴

う
内
容
や
方
法
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
生
の
教
員
志
望
者
に
対
す
る
教
育
実
習
の
場
の
提

供
を
は
じ
め
、
現
職
の
先
生
方
の
全
国
各
地
か
ら
の
長
期
研
修
の

受
け
入
れ
や
、
外
国
の
教
育
学
者
等
の
教
育
視
察
へ
の
対
応
お
よ

び
公
開
授
業
や
研
究
発
表
会
・
研
修
会
等
、
そ
の
門
戸
を
幅
広
く

開
放
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
あ
り
方
を
絶

え
ず
模
索
し
続
け
、
先
進
的
な
実
践
活
動
の
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

毎
年
、
⚖
月
と
⚒
月
に
そ
れ
ぞ
れ
⚒
日
間
に
わ
た
っ
て
授
業
公

開
と
研
究
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

⚖
月
に
は
本
校
の
⚑
年
間
の
研
究
成
果
の
発
表
を
、
⚒
月
に
は

全
国
の
研
究
者
と
と
も
に
研
修
会
の
形
式
で
発
表
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
に
⚒
月
の
研
修
会
は
、
本
校
の
各
教
科
研
究
部
と
全

国
の
先
生
方
と
の
繋
が
り
を
活
か
し
た
特
色
の
あ
る
研
修
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
⚙
年
に
は
、
文
部
省
か
ら
⽝
研
究
開
発
学
校
⽞
と
し
て
の

指
定
を
受
け
、
平
成
11
年
ま
で
の
⚓
年
間
を
か
け
て
⽛
教
育
課
程

の
基
準
改
善
⽜
の
た
め
の
研
究
を
続
け
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
15
年
に
は
研
究
会
100
周
年
を
記
念
し
て
、
附
属
小

の
教
育
課
程
を
⽛
筑
波
プ
ラ
ン
⽜（
全
10
冊
）
と
し
て
出
版
し
ま
し

た
。
平
成
20
年
に
は
⽛
子
ど
も
力
を
高
め
る
⽜、
平
成
24
年
に
は

⽛⽝
独
創
⽞
の
教
育
⽜
を
出
版
し
ま
し
た
。

⚒

日
々
の
授
業
づ
く
り

◆
教
科
・
道
徳
の
指
導

教
科
・
道
徳
の
指
導
は
文
化
を
伝
承
し
伝
達
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
能
力
を
育
て
る
う
え
で
極
め
て
重
要
な

教
育
活
動
で
す
。
本
校
で
は
過
去
の
伝
統
を
背
景
に
、
全
教
員
が

日
夜
研
究
に
励
み
、
全
力
を
傾
け
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

指
導
の
内
容
は
、
文
部
科
学
省
の
定
め
る
学
習
指
導
要
領
に
準

拠
し
な
が
ら
、
時
代
の
進
展
に
か
ん
が
み
て
、
新
し
い
指
導
内
容

を
た
え
ず
開
拓
し
つ
つ
教
育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

指
導
の
組
織
と
し
て
は
、
学
級
担
任
制
と
併
せ
て
教
科
担
任
制

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
社
会
・
理
科
・
音
楽
・
図
工
・

家
庭
・
体
育
で
は
、
そ
の
教
科
を
専
攻
し
て
い
る
教
員
が
ほ
ぼ
全

て
の
学
級
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
研
究
の
目
的
に
よ
っ
て
は
他
学
級
の
児
童
を
直
接
指

導
し
た
上
で
の
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
児
童
は
中
学
校
や

高
等
学
校
と
同
様
に
、
各
教
科
を
そ
れ
ぞ
れ
専
攻
し
て
い
る
教
員

の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5

筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の⽛
今
⽜

 

 



















































































本
校
は
、
明
治
⚖
年
に
師
範
学
校
の
附
属
小
学
校
と
し
て

設
立
さ
れ
、
平
成
25
年
に
は
創
立
140
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
の
各
時
期
を
通
じ
て
、

そ
の
実
践
研
究
を
通
し
、
わ
が
国
初
等
教
育
界
に
大
き
な
足

跡
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
教
育
の
現
代
的
課
題
の
解
決
に

取
り
組
む
一
方
で
、
伝
統
あ
る
学
校
行
事
な
ど
を
通
じ
て
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
健
康
で
活
力
あ
る
創
造
的
人
間
の

育
成
を
め
ざ
す
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

筑
波
大
学
附
属
小
学
校
は
、
文
京

区
の
茗
渓
会
の
前
面
に
位
置
し
、⽛
教

育
の
森
⽜
に
囲
ま
れ
、
旧
東
京
教
育

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
位
置
す
る
。

古
い
名
園
・
占
春
園
や
、
嘉
納
治

五
郎
先
生
の
銅
像
の
あ
る
場
所
と
し

て
も
有
名
で
あ
る
。

現
在
は
、
卒
業
生
が
全
国
か
ら
上

京
の
折
に
親
し
く
訪
れ
る
処
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
る
。

筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の⽛
い
ま
⽜













































































































◆
総
合
活
動
の
時
間

子
ど
も
た
ち
は
総
合
活
動
の
時
間
が
大
好
き
で
す
。
そ
れ
は
、

自
分
た
ち
が
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
こ
と
に
十
分
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
は
、
な
に
ご
と
に
よ
ら
ず
自
分

の
頭
で
考
え
、
自
分
の
体
を
使
い
、
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む
主

体
的
・
創
造
的
な
子
ど
も
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
子
ど
も
た
ち
は
仲
間
が
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
ま
す
。
仲
間
の
励
ま
し
が
あ
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性

に
向
け
て
挑
戦
し
て
い
る
自
分
を
発
見
す
る
の
で
す
。
総
合
活
動

は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
生
き
る
喜
び
を
実
現
し
て
く
れ
ま
す
。

本
校
で
は
、
昭
和
46
年
か
ら
こ
の
総
合
活
動
の
時
間
を
つ
く
り
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

◆
英
語
活
動
の
推
進

本
校
の
英
語
活
動
は
、
⚓
年
生
か
ら
⚖
年
生
ま
で
週
⚑
時
間
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
化
社
会
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
相
手
と
良
好

な
関
係
を
築
き
な
が
ら
自
己
表
現
を
す
る
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

英
語
活
動
の
時
間
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
簡
単
な
英
語
を
使

い
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
積
極
的
に

相
手
と
関
ろ
う
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
英
語
の
歌
や
身
近
な
表
現
に
少
し

ず
つ
触
れ
な
が
ら
、
英
語
を
聞
く
こ
と
話
す
こ
と
に
慣
れ
親
し
み
、

体
験
的
に
言
葉
を
学
ぶ
経
験
を
積
み
重
ね
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
日
本
語
で
も
英
語
で
も
自
己
表

現
が
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⚓

特
色
あ
る
先
進
的
な
活
動

◆
海
外
へ
の
教
育
発
信
拠
点
校
・
外
国
と
の
教
育
交
流

本
校
は
、
創
立
以
来
の
長
い
伝
統
に
加
え
、
先
進
的
な
学
校
と

し
て
の
教
育
内
容
や
教
育
施
設
が
整
っ
て
い
る
た
め
、
海
外
の
教

育
関
係
者
や
報
道
関
係
者
、
そ
の
他
教
育
に
関
心
を
持
つ
来
訪
者

が
多
数
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
へ
の
協
力
と
し

て
開
発
途
上
国
へ
教
育
支
援
や
具
体
的
な
指
導
を
行
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）

へ
の
協
力
で
、⽛
授
業
研
究
⽜
を
初
め
と
す
る
様
々
な
支
援
も
し
て

い
ま
す
。

海
外
の
方
々
が
本
校
に
来
て
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

本
校
教
員
が
海
外
の
学
校
に
出
向
い
て
実
際
の
授
業
や
講
演
な
ど

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
文
部
科
学
省
の
指
定
を
受
け

て
⽛
拠
点
シ
ス
テ
ム
事
業
⽝
国
際
教
育
協
力
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
⽞⽜

と
し
て
発
展
途
上
国
へ
派
遣
さ
れ
る
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
指
導

も
行
い
、
小
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

海
外
の
教
育
関
係
者
の
来
訪
は
、
こ
こ
⚔
～
⚕
年
の
間
に
中
国
、

韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
カ

ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ガ
ー
ナ
、
チ
リ
、
ド
イ
ツ
、

南
ア
フ
リ
カ
、
ホ
ン
ジ

ュ
ラ
ス
、
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

メ
キ
シ
コ
等
に
及
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
他
、
こ

れ
ま
で
の
外
国
人
参
観

者
と
の
交
流
に
よ
る
教

育
界
へ
の
奉
仕
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

国
際
的
な
教
育
研
究
会

議
の
発
表
会
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
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◆
研
修
生
へ
の
助
力
・
教
育
実
習
生
の
指
導

附
属
小
学
校
の
使
命
の
⚑
つ
に
現
職
教
育
が
あ
り
ま
す
。
本
校

で
研
究
す
る
教
員
は
全
国
各
地
に
及
び
、
常
時
平
均
⚕
～
⚖
人
の

研
修
生
が
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
年
数
十
人
の
教
員

が
研
修
を
終
了
し
、
各
地
で
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

研
究
は
、
初
等
教
育
の
原
理
の
究
明
か
ら
各
科
の
学
習
指
導

法
・
評
価
法
の
実
践
研
究
等
、
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

初
等
教
育
養
成
の
た
め
の
教
育
実
習
生
も
随
時
受
け
入
れ
、
指
導

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

◆
研
究
の
交
流

本
校
は
、
全
国
的
な
視
野
に
立
ち
、
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
成
果

を
提
供
す
べ
く
、
本
学
学
校
教
育
部
、
各
学
系
、
附
属
中
学
、
附

属
高
校
、
各
地
の
小
学
校
等
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
本
校
の
協
力
学
校
と
は
同
一
テ
ー
マ
に
よ
る
共
同
研
究
を

行
い
、
現
地
を
訪
問
し
た
り
、
現
地
よ
り
来
訪
を
受
け
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
実
験
や
調
査
の
デ
ー
タ
を
集
計
し
て
資
料
を
交

換
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

◆
講
師
の
派
遣

本
校
の
教
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
部
会
に
所
属
し
て
研
究
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
各
地
の
学
校
の
招
聘
に
応
じ
て
、
広
く
指
導

に
当
た
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

指
導
内
容
の
主
な
も
の
は
、
教
育
課
程
作
成
に
関
す
る
指
導
、

授
業
に
対
す
る
指
導
、
学
校
環
境
の
整
備
と
そ
の
理
論
の
指
導
、

研
究
の
た
め
の
調
査
に
関
す
る
指
導
、
そ
の
他
家
庭
と
の
連
絡
等
、

小
学
校
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

◆
月
刊
⽛
教
育
研
究
⽜

明
治
37
年
創
刊
以
来
、
教
育
研
究
総
合
雑
誌
と
し
て
、
初
等
教

育
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

本
校
教
員
の
同
人
誌
で
あ
る
と
同
時
に
、
広
く
内
外
の
学
者
や

実
践
者
の
論
文
、
研
究
報
告
を
紹
介
し
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
16

年
⚔
月
で
100
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

⚔

特
色
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
後
援
会

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
⽛
若
桐
会
⽜
と
い
う
名
称
で
活
発
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
児
童
や
学
校
活
動
を
援
助
す
る
だ
け
で
な
く
、

本
校
独
自
の
使
命
で
あ
る
先
駆
的
教
育
の
実
験
・
研
究
活
動
に
つ

い
て
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
寮
の
管
理
運
営
、
夏
休
み
中
の
水
泳
学
校
の
共
催
、
備
蓄

食
料
の
保
管
、
防
災
訓
練
へ
の
協
力
、
本
校
児
童
向
け
学
用
品
の

製
作
販
売
、
文
化
活
動
の
開
催
、
広
報
誌
の
編
集
配
布
、
文
化
祭

の
主
催
等
、
多
様
な
活
動
が
若
桐
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
保
護
者
は
、
児
童
の
⚖
年
間
在
学
中
⚒
年
間
は
ク
ラ
ス
役

員
と
し
て
各
担
任
教
員
の
指
示
の
も
と
で
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
教
育

活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

◆
文
化
祭
（
若
桐
祭
）
の
運
営

児
童
の
学
校
生
活
に
お
け
る
思
い
出
の
中
で
、
毎
年
必
ず
ベ
ス

ト
⚓
に
入
っ
て
い
る
の
が
⽛
若
桐
祭
⽜
で
す
。

春
か
ら
保
護
者
で
構
成
さ
れ
る
担
当
委
員
を
中
心
に
準
備
が
始

ま
り
、
当
日
は
教
員
や
保
護
者
全
員
が
積
極
的
に
運
営
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
数
も
30
を
越
え
、
保

護
者
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
か
ら
外
部
講
師
を
招
い
て
行

う
本
格
的
な
も
の
ま
で
、
質
の
高
い
内
容
を
毎
年
企
画
し
て
い
ま

す
。

◆
学
校
寮
（
清
里
若
桐
寮
）
の
管
理
運
営

清
里
の
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
敷
地
に
保
有
し
て
い
る
若

桐
寮
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
こ
の
若
桐
寮
に
⚓

年
生
か
ら
⚖
年
生
ま
で
が
ク
ラ
ス
単
位
で
合
宿
の
た
め
に
訪
れ
ま

す
。恵

ま
れ
た
自
然
の
中
で
ク
ラ
ス
だ
け
で
過
ご
す
⚓
泊
⚔
日
の
合

宿
は
、
児
童
の
連
帯
感
を
よ
り
深
め
、
計
画
性
・
行
動
力
を
よ
り

養
い
、
心
に
残
る
楽
し
い
想
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
合
宿
に
使
用
さ
れ
な
い
期
間
は
、
児
童
と
保
護
者
の
家
族

旅
行
お
よ
び
卒
業
生
が
利
用
で
き
ま
す
。
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◆
夏
休
み
水
泳
学
校
の
共
催
運
営

⚗
月
下
旬
か
ら
⚘
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る
水
泳
学
校
で
は
、
真

っ
黒
に
日
焼
け
し
た
児
童
が
毎
日
楽
し
く
泳
げ
る
よ
う
に
、
コ
ー

チ
の
採
用
面
接
、
教
育
研
修
、
清
掃
準
備
等
を
学
校
と
共
催
し
、

運
営
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
を
コ
ー
チ
に
迎
え
、
教
員
と
協
力
し
な
が
ら
児
童
の
体

力
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

各
学
年
最
終
日
に
行
わ
れ
る
缶
ジ
ュ
ー
ス
取
り
の
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
き
ら
き
ら
輝
く
水
し
ぶ
き
の
中
で
笑
顔
の
眩
し
い
児
童
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
教
育
活
動
を
支
え
る
後
援
会

本
会
は
、⽛
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の
教
育
お
よ
び
教
育
研
究

や
児
童
の
教
育
振
興
を
後
援
す
る
⽜
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
12

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
活
動
は
、
児
童
の
学
習
に
必
要
な
教
育
資
材
等
の
整
備
拡

充
、
教
育
研
究
に
必
要
な
資
材
、
初
等
教
育
研
究
・
調
査
・
普
及

等
を
後
援
す
る
た
め
の
、
募
金
活
動
と
経
費
の
分
担
を
行
い
ま
す
。
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研究発表会

沿 革

明治 6. 1.15

6. 3
19. 4
21. 9

23. 4
29.12

30. 1
35. 3
37. 3
42. 2

大正 9. 4
昭和 2. 4

11. 2
16. 4
20. 3

20. 8
24. 5
31. 4
38. 3
46. 3
48. 1
48. 3
53. 3
53. 4
63. 4

平成 6. 3
15. 1
16. 4
16. 6

神田宮本町旧昌平黌あとに、東京師範学校の
附属小学校として設立
男子72名、女子32名を入学させ開校
東京師範学校を高等師範学校と改称
附属小学校を附属学校と改称 小学科の他に
尋常中学科を置く
校舎を神田一ツ橋通町に移す
尋常中学科を分離 小学科を附属小学校と改
称
第⚒部尋常小学科 第⚒部高等小学科を創設
東京高等師範学校附属小学校と改称
第⚓部を小石川区大塚窪町の新築校舎に移す
第⚑部、第⚒部を小石川区大塚窪町校舎に移
す
全校を⚕部に分ける
第⚒部高等小学校を廃す 第⚔部高等小学校
課程と第⚓、第⚔部尋常小学校の学級編成を
改める
新校舎（現⚑号館）落成式
東京高等師範学校附属国民学校と改称
新潟県南魚沼郡中の島村に集団疎開
（10月まで）
終戦 高等科を廃止
東京教育大学附属小学校と改称
低学年用新校舎、運動場落成
⚒号館落成
⚓号館落成
創立100周年記念式典
新体育館（現第⚒体育室）落成
東京教育大学閉学
筑波大学附属小学校と改称
⚑号館から順次改修工事
校舎全館改修工事完成
創立130周年記念式典
国立大学法人筑波大学附属小学校となる
初等教育研究100周年記念発表会

富浦合宿

生徒たちによる先進的な活動が、
諸方面に見ることが出来る



⽛
追
悼
の
集
い
⽜
は
、
従
来
、
東
京
・
大
塚
の
茗
渓
会
館
で
開
催

し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
会
場
を
筑
波
大
学
に
移
し
、
今

年
度
も
⚙
月
⚔
日
㈯
に
大
学
会
館
内
の
特
別
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
秋
か
ら
本
年
夏
ま
で
に
、
ご
逝
去
さ
れ
た
遺
族
の

方
々
に
連
絡
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
14
家
族
、
24
名
の
ご
参
列

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
か
ら
も
多
数
の
理
事
が
参
列
し
ま
し

た
。
遺
影
の
み
の
参
加
の
17
名
を
加
え
て
31
名
の
遺
影
が
飾
ら
れ

た
会
場
で
午
前
11
時
半
に
開
式
さ
れ
、
参
列
者
一
同
が
遺
影
に
黙

祷
後
、
江
田
昌
佑
理
事
長
が
⽛
追
悼
の
辞
⽜
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

筑
波
大
学
学
長
代
理
と
し
て
出
席
さ
れ
た
三
明
康
郎
副
学
長
が
来

賓
の
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
同
が
献
花
し
、
式
は

終
了
し
ま
し
た
。
12
時
半
か
ら
は
会
場
を
移
し
て
⽛
懇
談
会
⽜
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
江
田
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
懇
談
の
席
が

も
た
れ
、
遺
族
の
皆
様
か
ら
ス
ピ
ー
チ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

故
・
土
田

利
丈
様
(昭
和
16
体
一
卒
）

奥
様
土
田
一
枝
様

夫
は
金
沢
の
中
学
で

も
高
師
の
時
代
も
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
選
手
と
し

て
活
躍
し
た
そ
う
で
す
。

卒
業
後
は
現
在
の
陸
前

高
田
高
校
（
春
高
バ
レ

ー
で
優
勝
し
た
こ
と
も

あ
る
バ
レ
ー
の
名
門
校
。

当
時
は
女
学
校
）
に
就

職
し
バ
レ
ー
を
教
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
兵
隊
と
し
て
満
洲
に
渡
り
ま
し
た
が
、
右
足
を
負
傷

し
、
壊
血
症
と
な
り
兵
役
免
除
に
な
り
ま
し
た
。
戦
後
は
金
沢
で

税
理
士
の
資
格
を
と
り
土
田
税
務
会
計
事
務
所
所
長
と
し
て
働
き

ま
し
た
。
⚕
～
⚖
年
前
か
ら
歩
け
な
く
な
り
、
昨
年
93
歳
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。

中
学
か
ら
高
師
、
そ
し
て
陸
前
高
田
女
学
校
教
員
時
代
の
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
話
を
い
つ
も
し
て
お
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
筋
の
人

で
し
た
。

故
・
木
野

嘉
明
様
(昭
和
20
年
文
一
卒
）

奥
様
木
野
美
幸
様

夫
は
高
師
卒
業
後
、

東
京
都
の
教
員
と
な
り
、

そ
の
後
、
文
理
大
に
進

学
し
、
大
東
文
化
大
学

で
教
え
て
い
ま
し
た
。

今
年
⚑
月
に
91
歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。

今
日
初
め
て
筑
波
大

学
を
訪
れ
、
広
い
キ
ャ

ン
パ
ス
を
亡
く
な
っ
た
主
人
と
一
緒
に
歩
い
て
い
る
気
分
に
な
り
、

追
悼
の
集
い
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

故
・
吉
田

寅
様

昭
和
25
年
文
理

大
東
洋
史
卒



奥
様
吉
田
八
重
子
様

夫
は
文
理
大
在
学
中

⽝
学
徒
出
陣
⽞
で
最
初

は
山
梨
県
に
駐
屯
し
た

部
隊
に
配
属
さ
れ
、
後

に
島
根
県
の
部
隊
で
鉄

砲
を
担
い
で
訓
練
に
明

け
暮
れ
て
い
る
う
ち
に

終
戦
を
迎
え
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
都
会
で
は

食
べ
る
物
に
困
っ
て
い
た
当
時
、
島
根
で
は
農
家
の
人
か
ら
お
に

ぎ
り
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
ひ
も
じ
い
思
い
は
し
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

戦
後
、
文
理
大
に
復
学
し
て
、
文
理
大
の
閉
学
に
際
し
て
は
、

金
時
計
を
い
た
だ
き
、
特
別
研
究
生
と
し
て
大
学
に
残
り
ま
し
た
。

私
立
の
高
校
、
学
芸
大
学
の
付
属
高
校
の
教
員
を
勤
め
な
が
ら
、

東
洋
史
の
研
究
を
続
け
、
そ
の
後
、
筑
波
大
学
の
助
教
授
か
ら
教

授
に
な
り
ま
し
た
。
遊
ぶ
こ
と
が
な
く
、
仕
事
一
筋
の
人
で
し
た
。

昨
年
⚕
月
に
88
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

故
・
太
田

昭
様
(昭
和
26
年
文
四
卒
）

長
女
荒
井
俊
子
様

台
湾
の
嘉
義
で
生
ま

れ
、
嘉
義
中
を
卒
業
し

た
父
は
、
引
き
揚
げ
後

に
高
師
に
入
学
し
、
卒

業
後
は
東
京
都
の
中
学

の
社
会
科
の
教
員
と
な

り
、
高
校
へ
移
っ
て
日

本
史
と
世
界
史
を
教
え

て
い
ま
し
た
。
進
学
校

の
小
松
川
高
校
の
勤
務
が
長
か
っ
た
の
で
す
が
、
受
験
の
た
め
の

授
業
は
一
切
せ
ず
、
個
性
的
な
授
業
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
父

は
平
成
25
年
⚘
月
に
85
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

故
・
山
本

良
久
様

昭
和
39
年
東
京
教

育
大
教
育
学
部
卒

奥
様
山
本
美
智
子
様

北
海
道
の
恵
庭
市

（
札
幌
と
千
歳
の
中
間
）

か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

夫
の
在
学
中
は
ま
さ
に

⽛
60
年
安
保
⽜
の
時
代

で
し
た
。

平
成
25
年
の
12
月
に

突
然
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
あ
と
10
年
は
一
緒

に
生
活
し
た
か
っ
た
と
思
い
残
念
で
す
。

夫
は
大
学
卒
業
後
、
故
郷
の
名
寄
高
校
に
就
職
し
、
私
も
名
寄

高
校
の
家
庭
科
の
教
員
で
し
た
の
で
結
婚
し
ま
し
た
。

夫
は
東
京
教
育
大
学
と
⽛
茗
渓
会
⽜
は
自
慢
の
種
で
、
私
や
息

子
・
娘
の
前
で
い
つ
も
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

指
導
主
事
や
北
海
道
教
育
研
究
所
に
も
勤
め
ま
し
た
が
、
教
職

員
の
た
め
の
職
員
団
体
（
組
合
）
の
仕
事
に
も
熱
心
で
し
た
。

従
来
、
北
海
道
で
は
、
職
員
団
体
（
組
合
）
の
役
員
を
や
っ
た

人
に
は
管
理
職
の
仕
事
は
回
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
夫
は

初
め
て
高
校
の
校
長
と
な
り
、
先
鞭
を
つ
け
た
こ
と
も
誇
り
に
し

て
い
ま
し
た
。
本
日
は
⽛
追
悼
の
集
い
⽜
を
開
い
て
下
さ
り
、
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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地
元
の
タ
ウ
ン
誌
の
ほ
か
朝
日
新
聞
で
Ｐ
Ｒ
し
た
と
こ
ろ
、
私

が
現
在
行
っ
て
い
る
朝
日
新
聞
茨
城
県
版
の
連
載
コ
ラ
ム
の
愛
読

者
の
参
加
が
多
く
み
ら
れ
、
60
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

で
は
講
演
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

1
は
じ
め
に

水
戸
市
の
郊
外
に
豊
か
な
水
と
森
に
囲
ま
れ
た
田
園
風
景
の
中

に
、
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
む
庭
園
が
あ
り
ま
す
。
英
国
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
設
計
し
、
自
然
風
景
の
よ
う
に
作
庭
さ
れ
た
英
国
風
景

式
庭
園
⽛
七
ツ
洞
公
園
⽜
で
す
。
レ
ン
ガ
や
ガ
ー
デ
ン
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
は
英
国
か
ら
輸
入
し
た
物
で
、
日
本
で
は
珍
し
い
⽛
廃
墟

フ
ォ
ー
リ
ー
⽜
も
あ
り
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
庭
園
は
平
成
11
年
（
⚑
⚙
⚙
⚙
年
）
に
開
園
し
ま

し
た
が
、
そ
の
管
理
は
高
度
な
園
芸
技
術
を
必
要
と
す
る
こ
と
も

あ
り
、
植
栽
さ
れ
た
草
花
は
や
が
て
老
朽
化
し
、
花
が
少
な
い
寂

し
い
庭
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
⚒
⚐
⚑
⚒
年
か
ら
、
季
節
の
草
花
が
咲
く
エ
リ
ア
⽛
秘

密
の
花
苑
⽜
の
再
生
着
手
を
始
め
、
七
ツ
洞
公
園
を
蘇
ら
せ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽛
七
ツ
洞
公
園
再
生
物
語
⽜
を
始
め
ま
し
た
。
映
画

⽛
テ
ル
マ
エ

ロ
マ
エ
⽜
の
ロ
ケ
地
に
も
な
り
、
花
が
咲
い
て
、
人

が
集
う
ガ
ー
デ
ン
に
変
化
し
て
い
く
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

2
七
ツ
洞
公
園
と
は

水
戸
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
全
体
計
画
14
・
⚗
ha
の
う
ち
、

約
⚘
ha
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
森
と
大
小
⚕
つ
の
池
、
水

の
流
れ
に
沿
っ
た
園
路
、
英
国
庭
園
を
象
徴
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
、

緑
と
水
が
美
し
い
自
然
環
境
を
活
か
し
た
庭
園
は
風
景
画
を
切
り

取
っ
た
よ
う
な
美
し
さ
で
す
。設
計
は
デ
レ
ッ
ク
・
ラ
ブ
ジ
ョ
イ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
、
世
界
中
で
活
躍
し
て
い
る
英
国
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。

英
国
庭
園
と
言
え
ば
単
に
花
が
咲
き
乱
れ
る
ガ
ー
デ
ン
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
19
世
紀
以
降
に
英
国

で
流
行
し
た
ガ
ー
デ
ン
ス
タ
イ
ル
で
す
。
英
国
庭
園
史
を
ひ
も
と

く
と
、
18
世
紀
の
英
国
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
整
形
し
た
幾
何
学
的

な
庭
園
に
飽
き
、
も
っ
と
自
然
を
感
じ
る
風
景
画
を
切
り
取
っ
た

よ
う
な
自
然
風
景
式
庭
園
が
流
行
し
、
人
工
的
に
廃
墟
を
造
る
こ

と
も
流
行
し
ま
し
た
。
石
積
み
の
井
戸
、
人
工
的
に
造
っ
た
廃
墟

フ
ォ
ー
リ
ー
は
、
ま
さ
に
18
世
紀
に
英
国
で
流
行
し
た
ガ
ー
デ
ン

ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
で
す
。

18
世
紀
か
ら
の
英
国
庭
園
を
楽
し
め
、
七
ツ
洞
公
園
の
中
央
を

う
ね
る
よ
う
に
流
れ
る
水
（
サ
ー
ペ
ン
タ
イ
ン
）
や
現
存
す
る
自

然
を
最
大
限
活
か
し
た
庭
、
そ
れ
が
七
ツ
洞
公
園
な
の
で
す
。

3
秘
密
の
花
苑

そ
の
庭
園
の
中
に
、
直
径
約
50
ｍ
の
円
形
花
壇
で
生
け
垣
や
レ

ン
ガ
で
⚔
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
た
秘
密
の
花
苑
が
あ
り
、
植
栽

計
画
に
つ
い
て
は
綿
密
な
図
面
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

⚔
つ
の
区
画
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
エ
リ
ア
）
は
テ
ー
マ
の
色
が

あ
り
、⽛
植
物
は
春
、
夏
、
秋
、
冬
の
季
節
を
反
映
し
、
植
物
に
関

連
の
あ
る
色
彩
が
⚑
年
を
通
し
て
興
味
を
そ
そ
る
。⽜
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
て
、
118
種
類
の
植
物
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

各
エ
リ
ア
の
植
物
は
花
の
色
で
選
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
一
度
に
咲
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選
ば
れ
た
植
物
を
分
析

す
る
と
、
春
か
ら
初
夏
に
開
花
す
る
も
の
が
多
く
秋
咲
き
宿
根
草

が
少
な
い
の
が
特
徴
で
し
た
。
夏
か
ら
秋
に
秘
密
の
花
苑
を
訪
れ

た
ら
、
咲
い
て
い
る
花
、
ほ
と
ん
ど
な
い
で
し
ょ
う
。

パ
ー
ゴ
ラ
は
キ
ン
グ
サ
リ
を
使
う
設
計
で
し
た
が
、
水
戸
で
は

長
く
て
⚒
週
間
の
開
花
期
間
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
グ
リ
ー
ン

か
、
落
葉
し
た
枝
を
観
賞
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
設
計
書
を
手
に
し
た
も
の
の
、
理
想
と
現
実
は
か

な
り
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
C
エ
リ
ア
は
10
年
が
経
過
す
る
と
ド
ク

ダ
ミ
が
繁
茂
す
る
庭
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

4
七
ツ
洞
公
園
再
生
の
は
じ
ま
り

七
ツ
洞
公
園
は
水
戸
市
役
所
の
公
園
緑
地
課
が
管
理
し
て
い
ま

す
が
、
⚒
⚐
⚑
⚒
年
か
ら
秘
密
の
花
苑
の
部
分
だ
け
私
が
所
属
す

る
植
物
公
園
で
管
理
を
携
わ
れ
る
よ
う
内
部
の
組
織
を
変
え
、
全

体
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
指
導
を
筑
波
大
学
芸
術
学
群
の
鈴
木

雅
和
先
生
に
相
談
し
、
七
ツ
洞
公
園
の
奥
深
い
設
計
の
解
説
か
ら

花
苑
の
土
壌
分
析
や
改
良
、
再
生
の
ヒ
ン
ト
を
多
岐
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
今
も
継
続
中
で
す
。

10

茗
渓
会
の

つ
く
ば
地
区
公
開
講
座

｢
花
の
魅
力
で
お
も
て
な
し
｣

講
師

Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園
芸
講
師

水
戸
植
物
公
園
園
長

西
川

綾
子
（
茗
渓
会
理
事
)


平
成
27
年
⚗
月
18
日
㈯

筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー



そ
し
て

秘
密
の
花

苑
に
植
え

る
バ
ラ
の

品
種
は
イ

ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ロ
ー

ズ
に
決
め

ま
し
た
。

イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
ロ

ー
ズ
と
は

デ
ビ
ッ
ド

オ
ー
ス
チ

ン

ロ
ー

ジ
ズ
社
の

バ
ラ
の
こ

と
で
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
ド
も
の
の
バ
ラ
で
す
。
ボ
タ
ン
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
花
び
ら
が
多
い
も
の
が
多
く
ソ
フ
ト
な
花
色
や
香
り

も
魅
力
で
す
。
比
較
的
病
害
虫
に
強
く
て
栽
培
し
や
す
く
宿
根
草

と
の
相
性
が
抜
群
に
良
か
っ
た
か
ら
で
す
。
テ
ク
ニ
カ
ル

エ
キ

ス
パ
ー
ト
の
平
岡
誠
さ
ん
に
七
ツ
洞
公
園
に
来
て
も
ら
い
、
そ
の

場
所
に
適
し
た
品
種
選
定
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
関
係
者
が
集
ま

っ
た
12
月
、⽛
こ
こ
は
ホ
ワ
イ
ト
ガ
ー
デ
ン
が
い
い
ね
。⽜
彼
が
言

っ
た
一
言
で
、
花
苑
の
中
央
部
分
は
白
い
花
や
葉
を
集
め
た
エ
リ

ア
に
決
定
し
ま
し
た
。

心
に
決
め
て
い
た
大
切
な
こ
と
は
、
バ
ラ
だ
け
を
植
え
る
バ
ラ

園
に
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
数
が
少
な
く
て
も
印
象
深

く
個
性
を
出
す
ガ
ー
デ
ン
に
す
る
た
め
、
多
種
類
の
バ
ラ
を
植
え

る
こ
と
は
せ
ず
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
だ
け
と
決
め
、
こ
の
バ

ラ
が
美
し
く
見
え
る
植
栽
計
画
を
目
指
す
べ
き
と
、
考
え
ま
し
た
。

ま
た
バ
ラ
の
開
花
は
初
夏
が
メ
イ
ン
で
、
夏
は
花
が
な
く
秋
の

開
花
は
控
え
め
な
の
で
、
関
東
に
あ
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ

ン
は
夏
に
休
園
す
る
施
設
も
あ
る
く
ら
い
で
す
。
そ
こ
で
夏
か
ら

秋
に
花
苑
を
華
や
か
に
演
出
す
る
た
め
に
、
セ
ー
ジ
（
サ
ル
ビ
ア
）

を
使
う
事
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
の

歴
史
の
中
で
も
、
残
さ
れ
た
植
栽
計
画
図
に
も
、
秋
咲
き
セ
ー
ジ

は
な
く
、
正
当
な
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
を
目
指
す
な
ら
、

秋
咲
き
セ
ー
ジ
は
使
わ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
ら
古
い
ス
タ
イ
ル
に
は
固
執
し
な
い
、
新
し
い
タ
イ
プ

の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
を
目
指
し
、
水
戸
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ガ
ー
デ
ン
ス
タ
イ
ル
を
貫
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
手
前
の
部
分
に

は
⚑
年
草
を
多
め
に
使
っ
て
花
が
絶
え
な
い
工
夫
を
、
初
夏
か
ら

秋
は
セ
ー
ジ
を
上
手
に
使
い
こ
な
し
て
バ
ラ
が
な
い
時
期
で
も
、

別
の
花
で
見
所
を
作
る
、
そ
し
て
葉
が
美
し
い
カ
ラ
ー
リ
ー
フ
プ

ラ
ン
ツ
を
使
っ
て
苑
内
全
体
が
明
る
く
す
る
工
夫
を
考
え
ま
し
た
。

5
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
を
植
え
る

⚒
⚐
⚑
⚒
年
の
初
夏
、
雑
草
が
多
く
茂
っ
て
い
た
花
壇
の
植
物

を
全
部
移
植
し
、
排
水
が
悪
か
っ
た
土
壌
は
有
機
物
の
混
入
や
酸

度
を
調
整
し
て
改
良
を
行
い
、
10
月
⚑
日
に
12
種
類
の
セ
ー
ジ
を

中
心
に
花
苑
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。
10
月
中
旬
か
ら
次
々
開
花
し
、

霜
が
降
り
る
11
月
半
ば
ま
で
花
を
楽
し
め
ま
し
た
。

⚓
月
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
を
植
え
る
事
に
決
め
、
基
本

は
⚑
品
種
⚓
～
⚕
本
を
ま
と
め
て
植
え
、
そ
の
周
囲
を
開
花
が
同

じ
よ
う
な
宿
根
草
や
球
根
類
を
植
え
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
バ
ラ

の
品
種
は
デ
ビ
ッ
ド

オ
ー
ス
チ
ン

ロ
ー
ジ
ズ
社
の
平
岡
さ
ん

に
決
め
て
も
ら
い
、
最
新
品
種
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
贈

呈
式
と
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
近
所
の
小
学
生
や
希
望
者
が

参
加
し
、
100
名
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
苑
内
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ

ー
ズ
の
苗
を
植
え
マ
ス
コ
ミ
各
社
も
取
材
を
し
て
下
さ
り
、
人
が

訪
れ
な
い
寂
し
か
っ
た
秘
密
の
花
苑
は
、
素
晴
ら
し
い
再
出
発
を

迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

記
念
植
樹
を
行
っ
た
と
き
、
花
苑
の
管
理
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
バ
ラ
が
好
き
な
の
で
勉
強
し
た
い
方
、

朽
ち
果
て
て
行
く
花
苑
を
見
る
の
が
つ
ら
か
っ
た
の
で
お
手
伝
い

し
た
い
と
い
う
方
な
ど
約
120
名
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
水
戸
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
ク
ラ
ブ
を
略
し
て
Ｍ
Ｅ
Ｇ
と
名
付
け
、

月
⚒
回
、
秘
密
の
花
苑
に
集
ま
っ
て
園
芸
作
業
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
毎
回
40
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
班
に
分
か
れ
て
作

業
を
行
い
ま
す
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
の
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
、

花
が
ら
摘
み
は
も
ち
ろ
ん
、
植
え
替
え
や
芝
切
り
、
支
柱
立
て
な

ど
、
す
べ
て
行
い
ま
す
。

し
か
し
月
⚒
回
の
実
習
だ
け
で
は
、
管
理
は
と
て
も
追
い
つ
か

ず
、
近
所
に
住
む
会
員
が
自
主
的
に
花
が
ら
摘
み
や
、
当
番
制
で

夏
の
水
や
り
を
行
い
、
何
と
か
美
し
い
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。

6
こ
れ
か
ら

皆
さ
ん
の
愛
情
に
さ
さ
え
ら
れ
、
花
苑
は
み
る
み
る
う
ち
に
花

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
昨
年
は
七
ツ
洞
公
園
が
開
園

し
て
15
周
年
だ
っ
た
の
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ

Ｋ
趣
味
の
園
芸
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
三
上
真
史
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
し

た
企
画
は
、
東
京
は
も
ち
ろ
ん
関
西
か
ら
も
熱
烈
な
フ
ァ
ン
が
訪

れ
⚑
日
で
⚖
⚕
⚐
⚐
人
を
超
え
る
開
園
以
来
最
高
の
に
ぎ
わ
い
で

し
た
。
あ
わ
せ
て
行
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
大
好
評
で
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。課

題
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
私
の
課
題
は
英
国
庭
園

の
正
し
い
観
賞
を
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

自
分
の
後
継
者
の
育
成
で
す
。
七
ツ
洞
公
園
の
素
晴
ら
し
さ
、
自

分
が
育
っ
た
水
戸
に
あ
る
自
慢
で
き
る
ガ
ー
デ
ン
を
み
ん
な
で
守

っ
て
も
ら
う
た
め
今
後
は
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
く
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。
花
の
魅
力
で
お
も
て
な
し
で
き
る
水
戸
を
目
指

し
、
七
ツ
洞
再
生
物
語
は
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
き
ま
す
。
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西
野
虎
之
介
さ
ん
は
平
成
19
年
11
月
か
ら
⚕
年
間
に
わ
た
っ
て

茗
渓
会
理
事
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
ま
た
、
茗
渓
会
が
設
立
し
た

茗
溪
学
園
理
事
長
と
し
て
も
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
今

年
⚗
月
茗
溪
学
園
の
理
事
長
も
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
在
任
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
を
お
う
か
が
い
し
な

が
ら
、
茗
渓
会
が
、
東
京
高
等
師
範
学
校
・
東
京
文
理
科
大
学
・

東
京
教
育
大
学
・
筑
波
大
学
の
同
窓
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

聞
き
手
は
茗
渓
会
理
事
の
五
味
田
優
が
担
当
い
た
し
ま
し
た
。






















茗
渓
会
と
の
は
じ
め
て
の
出
会
い
と
戸
惑
い

教
職
に
進
む
学
生
が
多
い
中
で
銀
行
に
就
職

西
野
さ
ん
は
昭
和
28
年
に
東
京
教
育
大
学
の
農
学
部
を
卒
業

さ
れ
、
銀
行
に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
東
京
教
育
大
学

の
卒
業
生
は
教
職
に
就
く
方
が
多
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

西
野
さ
ん
が
金
融
界
に
進
ま
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の

皆
さ
ん
の
目
に
は

ど
の
よ
う
に
映
っ

て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。

西
野

東
京
教
育
大

学
は
東
京
高
等
師

範
学
校
か
ら
の
伝

統
と
歴
史
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
多
く

の
学
生
は
教
職
を

め
ざ
し
て
入
学
し

て
き
ま
す
。

農
学
部
に
入
学

す
る
学
生
も
教
職

を
め
ざ
す
学
生
が

多
か
っ
た
の
で
す

が
、
他
の
学
部
と
少
し
違
っ
て
い
た
の
は
、
地
方
の
地
主
の
子

弟
も
多
く
、⽛
農
村
改
革
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
入
学
し
た
⽜⽛
卒

業
後
は
故
郷
に
帰
っ
て
村
の
た
め
に
頑
張
る
⽜
と
い
う
よ
う
な

雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
状
況
と
し
て
は
似
た
よ
う
な
も

の
で
し
た
が
、
あ
る
教
授
か
ら
⽛
君
に
は
農
村
経
済
の
研
究
を

勧
め
た
い
⽜
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
そ
の
先
生
に

付
い
て
農
村
経
済
の
研
究
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
卒
業
時
に
は
、
学
生
時
代
の
研
究
を
生
か
す
た
め
に

農
林
省
（
当
時
）
を
志
望
し
、
内
定
を
も
ら
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
父
親
か
ら
⽛
長
男
が
帰
っ
て
こ
な
い
こ
と
は
ま
か
り
な
ら

ん
⽜
と
叱
ら
れ
、
地
元
の
銀
行
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て
私
は
銀
行
に
勤
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
教
職
に
就
く
学
生
が
多
数
を
占
め
る
な
か
で
は

銀
行
に
進
む
学
生
は
珍
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
も
銀
行
に
勤
め
て
か
ら
は
、⽛
農
学
部
の
割
に
は
経
済
に

強
い
な
⽜
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

農
学
部
で
も
農
村
経
済
が
専
攻
で
す
か
ら
そ
う
で
な
く
て
は

ま
ず
い
で
す
よ
ね
。（
笑
）

は
じ
め
て
参
加
し
た

〔
茗
渓
会
日
本
橋
〕
の
集
ま
り
で
の
戸
惑
い

西
野
さ
ん
が
茗
渓
会
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は

ど
ん
な
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
の
で
す
か

西
野

銀
行
に
入
り
私
が
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
東
京
支
店

（
日
本
橋
堀
留
）
で
し
た
。
そ
こ
に
茗
渓
会
の
先
輩
が
や
っ
て
き

て
⽛
何
月
何
日
に
〔
茗
渓
会
日
本
橋
〕
の
集
ま
り
が
あ
る
か
ら

出
て
く
る
よ
う
に
⽜
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
当
日
、
そ
の
集
ま
り
で
私
の
紹
介
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
紹
介
の
仕
方
が
、
笑
い
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
し
た
が

⽛
こ
い
つ
西
野
は
茗
渓
の
裏
切
り
も
の
だ
が
…
…
⽜
と
い
う
も

の
で
し
た
。

教
育
界
に
進
む
の
が
正
道
、
銀
行
に
就
職
す
る
な
ん
て
裏
切

り
も
の
と
い
う
よ
う
な
紹
介
の
仕
方
に
は
、
半
分
は
冗
談
だ
と
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し
て
も
大
変
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
私
も
、
そ
れ
ま
で
の
茗
渓
会
の
活
動
を
支
え
て
き

た
の
は
教
育
界
に
進
ん
だ
人
た
ち
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
し

た
が
、
私
た
ち
が
入
学
し
た
頃
の
東
京
教
育
大
学
で
は
⽛
第
⚑

回
生
は
後
輩
の
た
め
に
教
職
に
こ
だ
わ
ら
ず
い
ろ
い
ろ
な
分
野

に
活
躍
の
場
を
求
め
よ
⽜
と
教
授
た
ち
に
激
励
さ
れ
て
い
ま
し

た
か
ら
、
茗
渓
会
と
の
そ
の
よ
う
な
出
会
い
に
は
違
和
感
を
覚

え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

茗
渓
会
理
事
長
に
推
挙
さ
れ
る

な
ぜ
私
が
理
事
長
に
！

は
じ
め
て
の
茗
渓
会
と
の
出
会
い
の
時
に
、
茗
渓
会
の
あ
り

方
に
違
和
感
を
覚
え
た
西
野
さ
ん
が
、
鵜
川
理
事
長
が
亡
く
な

っ
た
後
の
理
事
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
の
お
気
持
ち
は
ど
ん
な
で
し
た
か
。

西
野

こ
れ
ま
で
お
話
し
て
き
た
よ
う
に
、
私
に
は
茗
渓
会
で
は

傍
流
意
識
と
い
い
ま
す
か
、
茗
渓
会
の
中
心
か
ら
は
遠
い
と
こ

ろ
に
い
る
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
日
本
橋
で
の
は

じ
め
て
の
出
会
い
か
ら
50
余
年
の
歳
月
が
た
っ
た
と
い
っ
て
も
、

そ
の
私
を
鵜
川
理
事
長
の
後
任
に
推
挙
す
る
と
の
理
事
会
の

ご
意
向
は
ま

さ
に
⽛
青
天

の
霹
靂
⽜
で

し
た
。

た
だ
鵜
川

理
事
長
と
は
、

平
成
15
年
⚔

月
に
⽛
筑
波

大
学
運
営
諮

問
会
議
⽜
や

⽛
筑
波
大
学

経
営
協
議

会
⽜
の
委
員

と
し
て
席
を
並
べ
て
い
ま
し
た
し
、
ま
た
⽛
筑
波
大
学
創
立
30

周
年
記
念
募
金
委
員
会
⽜
で
は
正
副
委
員
長
と
し
て
苦
労
す
る

な
ど
一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
も
増
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
茗

渓
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
話
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
18
年
⚕
月
に
鵜
川
理
事
長
か
ら
⽛
君
も
茗
渓

な
ん
だ
か
ら
茗
渓
会
の
仕
事
も
手
伝
え
⽜
と
言
わ
れ
、
茗
渓
会

の
理
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
か
ら
茗
渓
会
の

活
動
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
鵜
川
理
事
長
と
の
出
会
い
が
、
私
の
茗
渓
会
理
事

長
推
挙
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て
考
え
た
こ
と

西
野
さ
ん
が
理
事
長
に
就
任
を
求
め
ら
れ
て
い
た
時
代
は
、

茗
渓
会
も
筑
波
大
学
の
卒
業
生
が
多
く
な
り
、
新
し
い
茗
渓
会

を
構
想
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
代
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

理
事
長
就
任
の
要
請
が
あ
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
ま
し
た
か
。

西
野

理
事
長
就
任
の
要
請
が
あ
っ
た
時
、
初
め
は
私
の
よ
う
な

傍
流
が
引
き
受
け
て
い
い
の
か
悩
み
ま
し
た
。
で
も
理
事
長
就

任
を
お
受
け
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
理
事
に
な
る
前
か
ら
鵜

川
理
事
長
の
⽛
茗
渓
会
に
対
す
る
熱
い
思
い
⽜
や
⽛
茗
渓
会
の

課
題
⽜
な
ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
し
、

こ
こ
で
逃
げ
て
し
ま
っ
て
は
尊
敬
す
る
鵜
川
理
事
長
に
申
し
訳

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
筑
波
大
学
は
⽛
新
構
想
大
学
⽜
と
し
て

開
学
し
、
従
来
の
学
部
・
学
科
の
区
分
を
超
え
た
学
群
制
を
採

用
す
る
な
ど
先
駆
的
な
教
育
研
究
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
現
在
で
は
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
て
⽛
未
来

構
想
大
学
⽜
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
筑
波
大
学
の
卒
業
生
も
い

ま
や
教
育
界
に
止
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
茗
渓
会
の
会
員
も
筑
波
大
学
の
卒
業
生
が
圧
倒
的
に

多
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
茗
渓
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
か
ら
、
新
し
い
茗
渓
会
像
を
構
想
す

る
に
は
、
む
し
ろ
永
年
経
済
人
と
し
て
や
っ
て
き
た
私
の
経
験

が
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
理
事
長
を
引
き
受
け
る

覚
悟
を
決
め
た
の
で
す
。

茗
渓
会
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
挑
戦

【
公
益
法
人
見
直
し
問
題
へ
の
対
応
】

理
事
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
、
西
野
さ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
挑
戦
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
課
題
の
中
で
も
、

公
益
法
人
見
直
し
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
す
か
。

私
は
、
西
野
さ
ん
が
⽛
公
益
法
人
改
革
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ

ま
で
の
茗
渓
会
の
活
動
を
見
直
し
、
同
窓
会
と
し
て
の
茗
渓
会

の
あ
り
方
を
根
本
に
立
ち
返
っ
て
考
え
る
好
機
と
と
ら
え
た

い
⽜
と
お
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

西
野

公
益
法
人
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
茗
渓
会
を
公
益
法
人

と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が

一
番
の
課
題
で
し
た
。
し
か
し
、
公
益
法
人
と
し
て
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
そ
れ
ま
で
一
体
で
運
用
し

て
い
た
⽛
茗
渓
会
⽜⽛
筑
波
学
都
資
金
財
団
⽜⽛
茗
溪
学
園
⽜
を

分
離
・
独
立
さ
せ
、⽛
茗
渓
会
⽜
と
⽛
筑
波
学
都
資
金
財
団
⽜
は

一
般
社
団
法
人
と
し
て
、⽛
茗
溪
学
園
⽜
は
学
校
法
人
と
し
て
そ

れ
ぞ
れ
別
の
事
務
局
体
制
を
と
る
と
い
う
選
択
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
公
益
財
産
の
認
定
と
そ
の
償
却
期
間
の
問
題
が
残

り
、
や
や
ス
リ
リ
ン
グ
な
局
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
公
益
法
人

見
直
し
問
題
も
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
会
員
増
・
会
費
収
入
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
】

西
野
理
事
長
の
時
代
か
ら
、
会
員
増
に
よ
る
会
費
収
入
の
増

加
は
大
き
な
課
題
で
し
た
。

現
在
は
江
田
理
事
長
の
下
で⽛
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⽜

を
実
施
し
、
会
員
増
・
会
費
収
入
増
等
に
よ
る
財
政
基
盤
の
安

定
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
だ
目
標
に
は
遠
い
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。
今
後
こ
の
問
題
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
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西
野
⽛
卒
業
生
デ
ー
タ
⽜
や
⽛
会
員
名
簿
⽜
は
茗
渓
会
の
最
大
の

資
産
で
す
が
、
平
成
17
年
の
⽛
個
人
情
報
保
護
法
⽜
の
施
行
以

来
、
こ
れ
ら
の
作
成
・
配
布
・
利
用
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
規
会
員
の
募
集
、
財
政
基
盤
の
強
化
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
は
同
窓
会
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
す
。

で
も
筑
波
大
学
は
、
近
年
茗
渓
会
の
会
員
募
集
に
協
力
的
に

動
い
て
く
れ
て
い
ま
す
し
、
地
域
組
織
（
旧
支
部
）
総
会
へ
の

筑
波
大
学
代
表
の
ご
出
席
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
も
う
か
が
い
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

茗
渓
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
筑
波
大
学
と
の
関
係
を
よ
り
密
な

も
の
に
し
、
教
職
を
め
ざ
す
学
生
だ
け
で
な
く
一
般
企
業
へ
の

就
職
を
求
め
る
学
生
へ
の
支
援
方
法
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
存
在
を
も
っ
と
学
生
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

以
前
こ
の
⚓
月
ま
で
筑
波
大
学
の
副
学
長
で
あ
っ
た
清
水
一

彦
先
生
と
対
談
さ
せ
て
い
た
時
に
、
大
学
も
も
っ
と
実
践
的
な

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
進
路
選
択
を
視
野
に
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

編
成
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
材

を
数
多
く
抱
え
て
い
る
茗
渓
会
は
十
分
に
協
力
で
き
る
体
制
を

つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
茗
渓
会
は
筑
波
大
学
の
同
窓
会
組
織
の
中
心
に
な
れ
る
か
】

筑
波
大
学
に
は
茗
渓
会
だ
け
で
な
く
、
い
ま
数
多
く
の
同
窓

会
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
同
窓
会
と
茗
渓
会
と
の
関

係
に
つ
い
て
西
野
さ
ん
は
理
事
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

西
野

筑
波
大
学
の
傘
下
に
は
い
ま
12
の
同
窓
会
が
立
ち
あ
が
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
茗
渓
会
の
本
部
機
能
を
⽛
つ
く

ば
⽜
へ
重
心
移
動
し
、
施
設
的
に
も
〔
見
え
る
化
〕
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
、
茗
渓
会
が
数
多
い
同
窓
会
の
中
心
組
織
に
な

る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
私
は
、
こ
の
問
題
は
各
同
窓
会
を
⽛
校
友
会
⽜
方

式
で
大
き
く
包
み
込
ん
で
い
く
方
が
い
い
、
そ
し
て
世
代
交
代

を
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
方
向
に
動
い
て
い
く
の
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
茗
渓
会
も
筑
波
大
学
の
卒
業
生
が
多
数
を
占
め
る

よ
う
に
な
っ
た
実
態
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
徐
々
に
⽛
筑
波

大
学
化
⽜
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
地
域
組
織
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

理
事
の
約
半
数
を
筑
波
大
学
の
卒
業
生
に
な
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

茗
溪
学
園
理
事
長
と
し
て
の
思
い
出

西
野
さ
ん
は
茗
渓
会
理
事
長
の
時
か
ら
茗
溪
学
園
の
理
事
長

を
兼
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ず
茗
溪
学
園
設
立
の
経
緯
か

ら
お
う
か
が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

茗
溪
学
園
設
立
の
経
緯

西
野

東
京
教
育
大
学
が
筑
波
に
移
転
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
、

附
属
学
校
の
移
転
の
話
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
で
附
属
学
校
の
筑
波
移
転
の
話
は
立
ち
消
え
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
筑
波
に
進
出
し
た
研
究
所
の
人

た
ち
か
ら
、
中
高
一
貫
の
い
い
私
立
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
と
い

う
要
望
が
高
ま
り
、
私
た
ち
の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
茗
渓
会
が
、

百
周
年
の

記
念
事
業

と
し
て
こ

の
地
に
中

等
教
育
の

学
校
を
設

立
す
る
こ

と
に
な
っ

た
の
で
す
。

昭
和
54

年
⚔
月
、

茗
溪
学
園

は
初
代
の

校
長
岡
本
稔
氏
の
下
、
教
職
員
14
名
、
中
学
⚑
年
生
138
名
、
高

校
⚑
年
生
173
名
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
私
は
、
私
ど
も
の
常
陽
銀
行
の
頭
取
、
会
長
で
あ
っ

た
市
田
禎
蔵
さ
ん
が
茗
溪
学
園
の
設
立
発
起
人
に
な
っ
て
い
た

関
係
か
ら
、
平
成
⚗
年
か
ら
こ
の
学
園
の
理
事
と
し
て
関
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

茗
溪
学
園
の
目
指
し
た
教
育

茗
溪
学
園
の
目
指
し
た
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か

西
野

茗
溪
学
園
創
立
30
周
年
の
時
に
出
版
さ
れ
た
記
念
誌
⽝
出

る
杭
を
伸
ば
せ

教
育
実
験
校
⽛
茗
溪
学
園
⽜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽞

を
見
ま
す
と
、
英
国
か
ら
新
大
陸
を
め
ざ
し
た
清
教
徒
が
⽛
ア

メ
リ
カ
建
国
の
始
祖
⽜
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、
岡
本
校
長

と
14
人
の
教
職
員
が
、⽛
茗
溪
学
園
建
学
の
始
祖
⽜
と
し
て
、
準

備
段
階
か
ら
、⽛
建
学
の
理
念
⽜
や
⽛
教
育
方
針
⽜
を
練
り
上
げ

て
い
く
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

特
に
岡
本
校
長
が
目
指
し
た
教
育
は
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ク
ー
ル
の
教
育
で
、
茗
溪
学
園
で
は
慶
応
義
塾
大
学
教
授
で
あ

っ
た
池
田
潔
氏
の
⽛
自
由
と
規
律
⽜（
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク

ー
ル
で
学
ん
だ
体
験
談
）
が
生
徒
の
必
読
書
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
氏
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

は
産
業
革
命
の
時
に
力
を
つ
け
た
郷
紳
層（
ジ
ェ
ン
ト
リ
ー
層
）

が
自
分
た
ち
の
子
弟
の
た
め
に
作
っ
た
学
校
な
の
で
、⽛
仲
間

立
の
学
校
⽜
と
解
説
し
て
い
ま
す
が
、
茗
渓
会
が
設
立
し
た
茗

溪
学
園
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
茗
渓
で
育
っ
た
卒
業
生
に

よ
る
⽛
仲
間
立
の
学
校
⽜
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

茗
溪
学
園
設
立
40
周
年
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

茗
溪
学
園
は
あ
と
⚔
年
で
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
世
界

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
を
迎
え
、
わ
が
国
の
教
育
も
新
し
い

時
代
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
茗
溪
学
園
は
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
な
教
育
を
め
ざ
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
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西
野

茗
溪
学
園
で
は
、
創
立
40
周
年
に
先
駆
け
て
中
長
期
の
計

画
を
策
定
し
、
既
に
先
行
的
に
実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
を
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
と
、

ま
ず
、
茗
溪
学
園
の
特
色
で
あ
る
国
際
理
解
教
育
の
総
仕
上

げ
と
し
て
、
中
学
に
国
際
学
級
を
開
設
（
平
成
27
年
度
）
す
る

こ
と
と
、
高
校
に
Ｉ
Ｂ
Ｄ
Ｐ
（
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ィ
プ
ロ

マ
）
の
制
度
を
つ
く
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
迎
え
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
大
学
へ
進
学
で
き
る
生
徒
を
数
多
く
育
て
よ
う
と
い
う
試
み

で
、
学
園
の
総
力
を
挙
げ
た
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

①

Ｖ
Ｉ
デ
ザ
イ
ン
（
視
覚
言
語
広
報
）
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②

卒
業
生
と
の
連
携
及
び
教
育
広
報
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③

Ｉ
Ｂ
(国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
)対
応
教
育
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
で
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、
茗
溪
学
園
は
茗
渓
人
に
よ

る
⽛
仲
間
立
の
学
校
⽜
で
す
。
茗
渓
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
は

こ
れ
か
ら
も
力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

茗
渓
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て

西
野
さ
ん
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
い
ま
茗
渓
会

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
最
後
に
、
140
年
を
超
え
る
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

持
つ
茗
渓
会
が
今
後
さ
ら
な
る
発
展
を
し
て
い
く
た
め
に
は
何

が
必
要
な
の
か
を
お
う
か
が
い
し
て
今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

閉
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
野

私
は
冒
頭
で
お
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、遠
回
り
を
し
て⽛
茗

渓
会
⽜
や
⽛
茗
溪
学
園
⽜
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
浅
学
菲
才
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
茗
渓
会
の
理
事
長
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
に
な
り
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

茗
渓
会
の
理
事
長
は
、
平
成
24
年
⚕
月
の
定
時
総
会
で
、
茗

渓
会
の
改
革
に
向
か
っ
て
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
た
江
田
昌
佑

さ
ん
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
茗
溪
学
園
理
事
長
も
本
年
⚗
月
、
旧
知
の
中
川
喜
久
治

さ
ん
に
託
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

茗
渓
会
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

財
政
基
盤
の
安
定
と
地
域
組
織
の
強
化
が
必
要
で
す
。
そ
れ
が

で
き
れ
ば
、
茗
渓
会
は
、
筑
波
大
学
校
友
会
の
中
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
存
在
感
を
高
め
、
存
分
に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
出
来
る
だ
け
早
く
そ
う
い
う
日
が
来

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
貴
重
な
お
話
を
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
》

西
野
さ
ん
は
、
終
始
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
静
か
な
語
り
口
で
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
経
済
人
と
し
て
の
幅
広
い
ご
経
験
と
、

そ
れ
に
裏
付
け
ら
れ
た
お
話
か
ら
は
、
今
後
の
茗
渓
会
の
あ
り
方

を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
顧
問
と
し
て
の
お
立
場
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご

指
導
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
際
し
て
は
、
茨
城
茗
渓
会
事

務
局
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
西
野
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
水
戸
一
高
で

寛
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
取
材
で
き
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
に

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
五
味
田

優
)

附

記
お
断
り

文
中
の
名
称
で
、

茗
渓○

会
は
常
用
漢
字
、
茗
溪○

学

園
は
創
立
時
の
旧
漢
字
を
採
用

し
て
お
り
ま
す
。

《
西
野
虎
之
介
さ
ん
の
略
歴
》

⚑
⚙
⚕
⚓

東
京
教
育
大
学
農
学
部
卒
業

同
年

常
陽
銀
行
入
行

⚑
⚙
⚙
⚓

常
陽
銀
行
頭
取

⚑
⚙
⚙
⚙

常
陽
銀
行
会
長

（
主
な
公
職
歴
）

茨
城
県
高
等
学
校
審
議
会
委
員
長

茨
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長

茨
城
県
総
合
計
画
審
議
会
会
長

茨
城
県
商
工
会
議
所
連
絡
会
会
長

全
国
地
方
銀
行
協
会
副
会
長
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つ
く
ば
駅
前
に

筑
波
波
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
プ
ン
！

本
学
は
、
⚙
月
⚕
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｔ
Ｘ
つ
く
ば
駅
前
の
複

合
商
業
施
設
⽛
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
つ
く
ば
⽜
⚒
階
に
、⽛
筑
波
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
⽜
を
開
設
し
ま
し
た
。

筑
波
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
本
学
の
情
報
発
信
の

拠
点
と
し
て
、
大
学
に
関
す
る
情
報
提
供
や
学
内
の
研
究
成
果
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
つ
く
ば
市
と
共
用
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
利
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

⚙
月
⚕
日
、
⚖
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
⽛
儒
教
美
術

は
じ
め
の
一
歩
⽜
を
開
催
。
芸
術
系
で
実
施
し
て
い
る
湯
島
聖
堂

大
成
殿
孔
子
像
の
彩
色
復
元
像
を
展
示
し
ま
し
た
。
孔
子
像
を
題

材
に
し
た
ス
ケ
ッ
チ
や
粘
土
細
工
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

守
備
の
要
、
熊
谷
紗
希
選
手
大
活
躍
！

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
が
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得

体
育
専
門
学
群
⚔
年
の
熊
谷
紗
希
選
手
と
Ｏ
Ｇ
の
安
藤
梢
選
手

が
出
場
し
た
サ
ッ
カ
ー
女
子
日
本
代
表
（
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
）

が
、
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
カ
ナ
ダ
大
会
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。

⚗
月
⚖
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、
本
学
体
育
・
芸
術
エ
リ

ア
の
大
講
義
室
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
実
施
。
学
生

や
教
職
員
ら
約
150
人
が
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
に

は
⚒
対
⚕
で
破
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
ボ

ー
ル
を
追
い
続
け
た
な
で
し
こ
た
ち
に
大
き
な
拍
手
を
送
り
、
そ

の
健
闘
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

熊
谷
選
手
は
、
守
備
の
要
と
し
て
、
今
大
会
⚖
試
合
フ
ル
出
場

の
大
活
躍
。
安
藤
選
手
は
、
大
会
初
日

に
骨
折
を
し
て
戦
列
を
離
脱
し
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
を
精
神
的
に
支
え
、
存
在

感
を
示
し
ま
し
た
。

永
瀬
貴
規
選
手
が
柔
道
世
界
選
手
権
で
金
メ
ダ
ル
！

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
行
わ
れ
た
柔
道
世
界
選
手
権
で
、
⚘
月
27
日
、

永
瀬
貴
規
選
手
（
体
育
専
門
学
群
⚔
年
）
が
男
子
81
㌔
級
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

弱
点
と
言
わ
れ
た
同
階
級
で
の
優
勝
は
日
本
勢
初
の
快
挙
。
永

瀬
選
手
は
⚒
度
目
の
挑
戦
で
世
界
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

昨
年
の
大
会
は
覇
者
チ
リ
キ
シ
ビ
リ
選
手
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）
に

敗
れ
て
⚕
位
。⽛
相
手
の
ペ
ー
ス
の
ま
ま
何
も
で
き
ず
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
⽜
と
悔
や
ん
で
い
た
永
瀬
選
手
は
、
準
決
勝
で
対
戦

し
た
同
選
手
に
対
し
、
終
始
試
合
を
支
配
し
て
の
優
勢
勝
ち
。
決

勝
で
も
攻
め
の
姿
勢
を
貫
き
、一
昨
年
の
覇
者
ピ
エ
ト
リ
選
手（
フ

ラ
ン
ス
）
を
抑
え
込

み
で
破
り
ま
し
た
。

ま
た
30
日
に
行
わ

れ
た
団
体
戦
で
も
、

厳
し
い
戦
い
を
制
し
、

男
子
団
体
金
メ
ダ
ル

に
貢
献
し
ま
し
た
。

⽛
夏
休
み
ち
ょ
こ
っ
と
理
科
ク
ラ
ブ
⽜
開
催

本
学
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
文
京
校
舎
に

て
、
⚗
月
26
日
、
小
中
学
生
向
け
の
科

学
イ
ベ
ン
ト
⽛
夏
休
み

ち
ょ
こ
っ
と

理
科
ク
ラ
ブ
⽜
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

学
で
は
毎
年
⚔
月
の
科
学
技
術
週
間
に
、

小
中
学
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
⽛
キ
ッ
ズ
・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
⽜
を
筑
波
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
催
し

は
、
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
初
の
科
学

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、

本
学
の
教
員
に
よ
る
、
植
物
の
果
実
の
実
り
方
と
波
の
伝
わ
り
方

に
関
す
る
や
実
験
と
観
察
、
隣
接
す
る
教
育
の
森
で
の
昆
虫
観
察

会
、
理
科
教
育
専
攻
の
学
生
の
指
導
に
よ
る
工
作
教
室
の
他
、
夏

休
み
自
由
研
究
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

い
つ
も
は
社
会
人
学
生
が
憩
う
ロ
ビ
ー
が
、
そ
の
日
だ
け
は
小

学
生
の
理
科
教
室
の
よ
う
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

高
細
精
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟
が
竣
工

本
学
の
春
日
地
区
に
⽛
高
細
精
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
棟
⽜
が

竣
工
し
ま
し
た
。

同
棟
は
、
筑
波
大
学
と
慶
應
義
塾
大
学
が
共
同
提
案
し
た
文

部
科
学
省
の
⽛
地
域
資
源
等
を
活
用
し
た
産
学
連
携
に
よ
る
国
際

科
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
整
備
事
業
⽜（
平
成
24
年
度
）
に
よ
り

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
産
学
官
が
一
つ
屋
根
の
下
に
集
い
、
地
域
資

源
等
を
柔
軟
に
活
用
し
つ
つ
、
革
新
的
課
題
の
研
究
開
発
に
異
分

野
融
合
体
制
で
取
り
組
む
⽛
場
⽜

と
し
て
、
持
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
や
産
業
・
雇
用
の
創
出
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
⚔
階
で
は
、
文

部
科
学
省
の
⽛
革
新
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
CO
I

ST
REA
M
）⽜
の
⽛
食
と
健
康
の

達
人
⽜
拠
点
（
拠
点
リ
ー
ダ
北
海

道
大
学
）
の
筑
波
大
学
サ
テ
ラ
イ

ト
と
し
て
も
活
動
し
ま
す
。
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平成27年度 茗 渓 会 地 域 組 織 表

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

筑
波
大

森 嶋 厚 行
ï11筑博工ð

中 井 央 ï10筑博工ð

桐
医
会

山 口 高 史
ï55筑医ð

附
属
校

小 山 浩
ï54筑体ð

秋 葉 康 浩 ï58筑二比ð

図
情
橘
会

森 茜
ï40図短特養課ð

寺 沢 白 雄 ï63図大図情修ð
大 場 高 志 ï51図短特養課ð
茂出木 理 子 ï60図大図情ð

北
海
道

大 沼 寛
ï47教大武ð

篠 岡 二 朗 ï54筑体ð
鵜 野 和 憲 ï07筑体ð

青
森

瀧 口 孝 之
ï55筑体ð

前 田 済 ï59筑一自ð
工 藤 誠 司 ï09筑体ð

岩
手

平 藤 淳
ï54筑体ð

清 水 茂 幸 ï62筑修体ð
上 濱 龍 也 ï01筑修体ð
澤 村 省 逸 ï62筑体ð

宮
城

井 上 雅 勝
ï53筑体ð

松 坂 孝 ï55筑体ð
佐々木 洋 ï59筑修環ð

秋
田

船 木 賢 咲
ï49教大武ð

小 林 大 輔 ï15筑博数ð

山
形

津 田 浩
ï58筑一自ð

仁 藤 誠 ï02筑体ð
羽 角 哲 弘 ï04筑体ð
Ѷ 野 浩 二 ï07筑自ð

福
島

鈴 木 弘 文
ï46教大米ð

伊 藤 淳 一 ï09筑修教ð
渡 辺 兼 綱 ï14筑修教ð
渡 邊 幹 男 ï17筑修教ð

茨
城

郡 司 丈 児
ï53筑一人文ð

木 城 知 則 ï13筑博歴ð
川久保 典 昭 ï12筑修教ð

栃
木

上 岡 利 夫
ï53筑一自ð

齋 藤 宏 夫 ï58筑修教ð
青 木 伸 子 ï02筑一自ð
宮 澤 昭 二 ï02筑一自ð

群
馬

佐 藤 功
ï55筑一自ð

紋 谷 清 美 ï62筑修教ð
田 島 正 徳 ï63筑体ð
仲 谷 佳 郎 ï62筑修教ð

埼
玉

前 島 富 雄
ï47教大農ð

平 野 正 美 ï54筑二比ð
青 木 勇 藤 ï55筑一人文ð
鈴 木 徹 也 ï58筑一自ð

千
葉

嘉 村 茂 邦
ï50教大物ð

大久保 利 宏 ï52教大健ð
津 田 亘 彦 ï63筑体ð
村 田 孝 順 ï22筑二生ð

学
芸
大

藤 井 斉 亮
ï61筑博教ð

中 村 光 一 ï01筑博教ð
射手矢 岬 ï61筑修体ð
川 崎 誠 司 ï08筑博教ð

文
科
省

鈴 木 康 志
ï56筑修教ð

清 原 洋 一 ï60筑博物ð
三 橋 浩 志 ï02筑修教ð
水 谷 尚 人 ï06筑修教ð

都
庁

鯨 岡 廣 隆
ï57筑体ð

出 張 吉 訓 ï57筑二農ð
堀 川 勝 史 ï61筑体ð
青 木 薫 ï12筑体ð

東
京

髙 橋 基 之
ï53筑一自ð

徳 田 安 伸 ï55筑二農ð

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

東

京

支部長・代議員
足 立
荒 川
板 橋
大 田
葛 飾
北

江 東
品 川
新 宿
新 宿
杉 並
墨 田
世田谷
台 東
中 央
千代田
千代田
豊 島
中 野
中 野
練 馬
文 京
港
港

目 黒
北多摩北
北多摩南
西多摩
八王子
八王子

田 原 章 孝 ï51教大応数ð
井 上 芳 明 ï01筑体ð
竹 村 恭 一 ï56筑一自ð
飯 島 睦 子 ï54筑二人間ð
渡 邉 悟 ï56筑二農ð
村 松 広 英 ï57筑一社会ð
三 保 和 彦 ï53筑一自ð
真 当 哲 博 ï57筑二人間ð
桜 井 裕 ï49教大法政ð
浅 井 一 郎 ï55筑一人文ð
奈 良 隆 ï53筑体ð
大 井 俊 博 ï53筑体ð
徳 田 安 伸 ï55筑二農ð
柳 久美子 ï50教大体ð
中 村 穎 司 ï35教大国ð
竹 内 秀 一 ï51教大日史ð
戸 谷 賢 司 ï48教大体ð
久 保 淳 ï56筑体ð
浦 部 利 明 ï56筑一人文ð
池 田 浩 二 ï57筑芸ð
柴 田 誠 ï55筑一自ð
髙 橋 基 之 ï53筑一自ð
笹 のぶえ ï56筑二比ð
松 村 直 樹 ï61筑修環ð
金 田 喜 明 ï56筑一人文ð
守 屋 一 幸 ï52教大漢ð
初 見 豊 ï52教大農ð
小 林 三代次 ï51教大英ð
石 川 恵一郎 ï49教大健ð
小 島 和 雄 ï36教大農ð

神
奈
川

清 水 進 一
ï43教大数ð

矢 野 正 人 ï53院修農経ð
加 藤 充 洋 ï56筑一社会ð
中 弥 貴 晴 ï51院修農化ð

山
梨

菊 島 良 治
ï54筑二比ð

穴 山 久 樹 ï57筑一人文ð
北 川 優 ï25筑修人間ð
薬 袋 愛 ï17筑修教ð

長
野

小 口 俊 幸
ï54筑二比ð

梅 村 泰 代 ï57筑二比ð
御子柴 俊 一 ï16筑一自ð
奥 原 貴 彦 ï09筑体ð

新
潟

永 井 成 一
ï41教大法政ð

長 田 裕 ï59筑体ð

富
山

坪 池 宏
ï52筑二人間ð

中 村 謙 作 ï62筑一自ð
庄 司 秀 嗣 ï62筑修教ð
中 村 典 子 ï23筑博数ð

石
川

渡 辺 正 実
ï53筑体ð

松 本 彰 ï50教大体ð
神 田 康 ï15筑体ð
近 岡 岳 則 ï17筑二人間ð

福
井

南 部 則 雄
ï53筑体ð

森 中 明 自 ï57筑芸ð
牧 田 誠 史 ï59筑修教ð
木 下 久仁雄 ï55筑一人文ð

静
岡

岩 城 明
ï55筑一人文ð

丹 治 正 ï56筑三社工ð
山 田 芳 史 ï56筑一自ð
稲 葉 絵 美 ï19筑一自ð

愛
知

高 須 勝 行
ï51教大哲ð

川 村 昌 宏 ï56筑一自ð
伊與田 万 知 ï62筑修教ð
米 山 誠 ï59筑二比ð

岐
阜

丹 羽 章
ï53教大農ð

居 波 裕 ï60筑三情ð
岩 木 隆 義 ï60筑一自ð

滋
賀

町 田 登
ï47教大健ð

松 林 基 之 ï07筑体ð
樋 上 弘 之 ï06筑修体ð
桂 本 尚 樹 ï62筑体ð

三
重

௰ 昭 司
ï55筑体ð

向 井 俊 哉 ï57筑体ð
加 藤 英 紀 ï15筑一自ð
山 北 正 也 ï03筑一人文ð

代 表 者
ï卒年科ð

事 務 局 担 当 者

京
都

塩 見 均
ï47教大数ð

川 合 英 之 ï56筑体ð
川 合 寛 明 ï59筑体ð
三 橋 利 彦 ï58筑体ð

大
阪

松 本 秀 範
ï53院修林ð

笹 原 寿 峰 ï56筑芸ð
中 藪 久実子 ï59筑芸ð
大 橋 一 郎 ï62筑体ð

兵
庫

永 井 邦 治
ï54筑体ð

林 啓 太 ï56筑体ð
千 脇 久美子 ï03筑一自ð

奈
良

藤 善 尚 憲
ï33教大教ð

井 上 徳 之 ï58筑一自ð
岩 佐 泰 造 ï13筑体ð
栗 本 善 弘 ï10筑体ð

和
歌
山

土 肥 二 郎
ï57筑一自ð

川 口 勝 也 ï01筑体ð
岡 本 規 ï05筑体ð
梅 本 将 志 ï12筑体ð

鳥
取

小 倉 健 一
ï53筑体ð

山 中 洋 介 ï58筑体ð
山 中 洋 介 ï58筑体ð
美多賀鼻 孝 裕 ï10筑体ð

島
根

松 本 弘 光
ï46教大体ð

境 英 俊 ï59筑修体ð
西 村 覚 ï01筑修体ð

岡
山

長 尾 隆 史
ï55筑体ð

黒 住 伸 吾 ï56筑体ð
水 川 敬 介 ï63筑体ð
近 藤 真 妃 ï06筑体ð

広
島

山 成 宣 彦
ï40教大健ð

大 ௰ 明 ï47教大体ð
山 下 勝 也 ï58筑体ð
井 藤 幹 治 ï55筑体ð

山
口

鍋 井 邦 久
ï38教大体ð

兼 行 剛 士 ï58筑修体ð
内 田 忠 範 ï57筑体ð
藤 井 功 ï57筑体ð

徳
島

安 永 潔
ï55筑二農ð

池 渕 茂 ï58筑二比ð
森 誠 一 ï05筑修教ð
田 北 直 樹 ï05筑体ð

香
川

鶴 岡 英 作
ï57筑二生ð

渡 辺 浩 司 ï03筑体ð

愛
媛

中 村 光 宏
ï55筑体ð

山 本 隆 祥 ï07筑体ð
八 木 俊 博 ï57筑体ð
森 川 大 和 ï17筑二人間ð

高
知

下 坂 速 人
ï53筑体ð

手 林 慎 一 ï10筑博農ð
山 本 英 作 ï07筑修地ð
野 田 智 洋 ï62筑体ð

福
岡

今 村 勝 人
ï53筑体ð

加 藤 茂 文 ï05筑修体ð
島 居 奈緒美 ï63筑体ð
兒 島 悟 ï07筑体ð

佐
賀

野 中 通 兼
ï53筑体ð

松 雪 誉 ï61筑体ð
山 田 和 人 ï05筑体ð

長
崎

山 口 千 樹
ï60筑二生ð

渡 邉 孝 経 ï59筑体ð
朝 長 芳 卓 ï08筑博数ð
酒 井 美 和 ï24筑修教ð

熊
本

川 上 修 治
ï01筑修教ð

寺 本 護 ï08筑体ð
米 田 拡 二 ï08筑体ð
上 田 晃 裕 ï14筑体ð

大
分

渚 洋 行
ï53筑体ð

栗 林 正 一 ï61筑体ð
田 崎 弘 宣 ï63筑体ð

宮
崎

久 松 弘 幸
ï55筑一社ð

児 玉 洋 一 ï02筑三社工ð
茅 島 隆 司 ï13筑一社会ð

鹿
児
島

原 口 和 哉
ï51筑一自ð

鹿 倉 貢 ï57筑体ð
内 倉 昭 文 ï59筑一人文ð
寺 田 晋 紀 ï12筑修教ð
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現
在
、
合
計
し
て

五
口
以
上
⽛
茗
渓
フ

ェ
ロ
ー
⽜
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
完
納
会

員
の
皆
様
に
感
謝
状

と
記
念
バ
ッ
ジ
を
御

送
り
し
て
い
ま
す
。

相
澤

鎭
夫

会
津

力

阿
江

通
良

阿
江

美
恵
子

青
木

旦
治

青
木

俊
輔

赤
羽

新
一

赤
堀

正
宜

淺
井

康
明

浅
尾

操

朝
岡

正
雄

浅
野

義
尋

浅
野

克
己

旭

宏

浅
見

高
明

東

冨
雄

安
部

一
郎

阿
部

孝
之

阿
部

幸

天
野

惠
司

甘
利

博
夫

阿
毛

久
芳

荒
井

瀧
衛

荒
川

昇

安
蔵

復
也

飯
田

宗
映

飯
塚

峻

飯
村

留
蔵

池
田

馨
優

石
井

み
さ

石
井

當
己

石
川

俊
夫

石
川

節
子

石
川

孝
夫

石
川

利
一

石
橋

泰

石
浜

義
晴

石
原

麻
理
恵

石
渡

和
実

磯
部

一
洋

市
川

清
太

市
川

次
男

伊
藤

忠
一

伊
藤

信
義

伊
藤

久
雄

伊
東

祐
孝

伊
藤

宏

伊
藤

健
一

伊
藤

美
帆

稲
毛

陽
一

井
上

寛

井
口

武
雄

猪
股

俊
二

井
深

満

今
井

努

今
成

迪
子

伊
豫
田

滋
雄

岩
渕

房
夫

岩
村

雅
朗

岩
村

孟

岩
本

克
也

植
松

武
昭

鵜
飼

貞
雄

打
越

輝
郎

栄
沢

幸
二

江
口

好
晴

江
田

昌
佑

越
後
谷

真
悦

榎
本

宏

江
畑

俊
郎

海
老
原

利
子

江
本

秀
明

大
岡

久
恵

大
木

都
起
子

大
久
保

昭
教

大
沢

淑
人

大
澤

秀
利

大
下

専
一

大
関

利
久

太
田

寛
人

大
谷

悦
久

大
塚

芳
郎

大
西

久
江

大
橋

信
久

岡
出

美
則

岡
崎

一
雄

岡
田

敦
子

尾
形

敬
史

岡
村

奏

岡
村

雅
彦

岡
本

裕
之

荻
野

治
雄

奥
田

謙
一

小
口

正
行

奥
野

三
千
代

奥
谷

多
作

奥
山

訓
近

小
黒

美
智
子

尾
崎

一
雄

長
田

裕

尾
澤

達
也

落
合

勇
一

小
根
山

延
雄

小
野

喬

小
幡

正
巳

折
笠

常
弘

春
日

親
夫

勝
田

茂

勝
屋

敬
三

加
藤

章

加
藤

年
雄

加
藤

澤
男

加
藤

小
枝
子

金
谷

精

兼
田

昌
尚

金
光

忠
重

上
川
路

紀
久
男

神
島

達
郎

上
条

博
子

鴨
下

礼
二
郎

鴨
志
田

妙
子

苅
部

良
吉

河
手

達
治

河
鍋

翯

河
又

恭
一

川
村

好
秋

川
本

太
郎

菅
野

弘
義

木
内

侃

菊
島

良
治

菊
池

欣
一

岸
川

章
修

岸
本

弘
子

北
島

瑞
男

北
野

日
出
男

北
原

明

木
塚

朝
博

木
野

主
計

君
島

條
太
郎

木
村

潤

草
柳

茂

櫛
部

淨
義

楠
山

三
香
男

久
原

建

久
保
田

宏

熊
谷

紀
男

熊
倉

正
司

隈
部

直
光

倉
品

義
昭

栗
田

英
玄

栗
田

子
郎

栗
田

裕

栗
林

茂

栗
林

幸
男

黒
羽

亮
一

桑
田

実
千
代

桑
原

洋

小
畔

東

小
池

一
郎

小
池

清
治

合
田

浩
之

古
賀

幸
子

小
坂

悦
夫

小
沢

智

小
島

敏
昌

小
嶋

五
郎

小
島

昭
英

児
玉

典
子

後
藤

千
恵
子

後
藤

恒
顕

小
成

幸
男

小
林

和
彦

小
林

彗
歩

小
林

宏

小
林

茂
正

小
林

早
苗

小
林

千
洋

小
林

正
貴

小
松

利
夫

小
松

尭

小
松

幸
子

五
味

勲
二

小
宮

定
志

戸
村

義
典

小
山

恭
輔

小
山

浩

小
山

弘
毅

近
藤

良
享

斉
藤

隆

斉
籐

優
子

佐
伯

重
幸

五
月
女

武
治

酒
井

洋
子

坂
田

信
久

坂
本

宗
弘

桜
沢

仁
志

櫻
田

倭
久
子

佐
々
木

敏
惠

佐
々
木

幸
枝

佐
藤

伸
一

佐
藤

義
太
郎

佐
藤

重
雄

佐
藤

悦
郎

佐
藤

成
明

佐
藤

功
(新
潟
)

佐
藤

功
(群
馬
)

里
見

弘

真
田

永
尊

眞
田

久

佐
貫

武
一

佐
野

和
夫

塩
井

敏
治

重
田

親
志

重
藤

辰
治

重
野

孝
介

芝
崎

茂
夫

柴
崎

敏

柴
田

恵
美
子

柴
田

淳

渋
沢

仁
司

渋
谷

達
明

渋
谷

精
一

渋
谷

嘉
彦

嶋
崎

ひ
と
み

島
田

茂
樹

島
谷

弘
幸

清
水

毅

清
水

嘉
彦

下
山

寅
雄

下
山

晃

下
山
田

し
づ
子

庄
司

学

杉
江

由
里

杉
江

つ
ま

杉
山

浩
一
郎

助
川

朋
子

鈴
木

武
次

鈴
木

恕

鈴
木

勇
作

鈴
木

英
全

鈴
木

良
雄

鈴
木

泰
全

須
藤

健
児

清
野

早
苗

瀬
川

真
一

関
島

昭
三

瀬
田

な
み
江

高
井

力

高
岡

正
幸

高
木

敏
夫

高
木

哲
也

高
崎

修

高
瀬

春
雄

髙
野

大
二
郎

髙
野

忠
夫

鷹
野

誠
三

高
野

だ
い
わ

高
橋

浩
司

高
橋

誠

高
橋

砂
織

髙
原

將

髙
松

信
英

田
上

修

高
吉

俊
子

瀧

弘
之

滝
下

文
夫

武
井

敏
男

竹
居

高
嶺

竹
沢

豊

竹
島

政
信

武
田

恵
子

竹
之
内

恒
男

田
瀬

則
雄

立
石

忠
徳

立
山

隆
治

田
中

禮
三

田
中

良
幸

田
中

麗
之
助

田
中

睦
夫

谷

勝
彦

田
沼

睦

田
畑

雅
庸

田
渕

英
樹

玉
川

信
一

田
村

文
雄

田
村

優
介

田
原

章
孝

丹
沢

光
一

塚
越

二
郎

津
田

房
枝

土
屋

衷

土
屋

道
生

都
築

功

角
田

肇

坪
根

明
子

鶴
岡

陽
一

手
塚

章

寺
岡

和
子

寺
島

明
道

寺
脇

久
人

土
井

進

土
岐

啓
介

杤
堀

申
二

轟

良
子

冨
田

磨
紗
子

外
山

滋
比
古

仲

暎
子

永
井

洋
子

長
尾

進

中
神

教
明

永
倉

到

長
坂

晃

永
澤

正
明

永
澤

正
好

中
島

光
廣

中
園

靖
雄

中
谷

元
紀

中
村

拓

中
村

以
正

中
村

通
男

中
村

静
子

中
村

伸
夫

中
村

寧
孝

中
山

茂

中
山

貞
夫

中
山

真

中
山

芳
典

中
山

佳
奈
惠

鍋
井

邦
久

奈
良

昭
男

新
津

武
登

仁
尾

武
博

西
上

勝
博

西
沢

良
之

西
野

虎
之
介

西
村

伸
平

沼
田

宣
子

沼
田

敏

沼
田

治

根
岸

劭

根
立

俊
樹

根
本

博

野
口

道
子

野
々
村

淳

野
々
村

博

野
村

洋
子

野
村

良
和

萩
元

育
夫

萩
原

昌
明

土
師

和
夫

長
谷
川

三
郎

長
谷
川

博
之

長
谷
川

千
郁

秦

迪
也

花
吉

洋
一

羽
石

昌
信

羽
根
田

秀
実

濱

健
夫

早
川

俊
一

林

建
生

原

信
夫

原

正

原
田

拓
二

原
田

永
喜

春
成

幸
男

比
企

好
弘

土
方

多
美
枝

樋
野

俊
晴

日
比
野

文
一

平
井

静
子

平
賀

徹

平
川

信
夫

平
澤

暢
雄

平
下

賢
治

平
田

雅
彦

平
林

盛
得

平
林

正
光

廣
川

俊
男

廣
橋

義
敬

深
川

善
次

深
澤

整

深
澤

宏

福
島

正
幸

福
島

実

福
田

実

福
田

正
義

福
田

生
一

藤
井

茂
男

藤
江

学

藤
末

篤
二
郎

藤
谷

秀
道

藤
本

真
道

藤
本

昌
男

藤
森

慎

布
施

牧
子

船
木

賢
咲

舟
崎

和
誠

古
川

彦
次

古
沢

一
朗

不
老

浩
二

星
野

賢
造

細
川

磐

堀
井

郁
子

本
堂

辰
雄

牧
野

健
士

政
池

節
子

正
木

隆

真
砂

芳
夫

増
田

茂

増
田

幹
夫

町
田

登

松
川

彰

松
川

重
明

松
下

健

松
下

嘉
幸

松
田

英
臣

松
平

理

松
元

美
明

松
本

光
弘

三
浦

早
江
子

三
浦

幹
夫

三
澤

義
一

三
沢

ち
づ
子

水
口

浩

水
越

三
郎

水
城

忠
明

水
谷

義
郎

水
野

民
男

水
野

博
介

溝
口

繁
美

三
田

浩
司

峰
守

秀
満

三
船

新
次

宮
内

完
吾

宮
内

和
雄

宮
久
保

靖
典

宮
下

憲

宮
本

義
久

村
田

茂

村
山

勤
治

村
山

昌
央

望
月

正

望
月

啓
次

森

米
二

森

英
俊

森
内

節
子

森
清

寿
朗

森
田

幸
雄

森
田

信
義

森
平

礼
子

森
永

滉

森
元

光
保

森
本

順
子

守
屋

尚

矢
沢

要
輔

安
田

潤

安
田

昭
子

八
ツ
田

利
幸

柳
沢

嘉
信

柳
澤

二
郎

柳
沢

均

山
岸

徳
治

山
口

直
行

山
口

昌
子

山
崎

秀
雄

山
崎

正
男

山
下

真
一

山
下

清
海

山
田

庸
夫

山
田

将
之

山
達

六
夫

山
本

正
三

山
本

岩
夫

山
本

敬
三

山
本

章
雄

山
元

俊
一

油
井

福
久

結
城

勝
夫

湯
本

宣
政

横
山

幸
三

横
山

由
紀
子

吉
尾

健
太
郎

吉
川

正
美

吉
田

廣
雄

吉
田

雄
三

吉
田

俊
純

脇
田

健
治

和
田

豊

和
田

尚
志

渡
辺

浩
光

渡
辺

寿
夫

渡
辺

功
(長
野
）

渡
辺

功
(静
岡
）

渡
辺

さ
ち
子

渡
邉

寛

相
澤

鎭
夫

会
津

力

阿
江

通
良

阿
江

美
恵
子

青
木

旦
治

青
木

俊
輔

青
山

彦

赤
羽

新
一

赤
堀

正
宜

淺
井

康
明

浅
尾

操

朝
岡

正
雄

浅
島

誠

浅
野

義
尋

浅
野

克
己

旭

宏

浅
見

高
明

東

冨
雄

安
部

一
郎

阿
部

孝
之

阿
部

幸

天
野

惠
司

甘
利

博
夫

阿
毛

久
芳

荒
井

瀧
衛

荒
川

昇

荒
木

涼
子

安
蔵

復
也

飯
田

宗
映

飯
田

文
吉

飯
塚

峻

飯
村

留
蔵

池
川

敏
幸

池
田

馨
優

池
田

齊

石
井

み
さ

石
井

當
己

石
井

嘉
子

石
川

俊
夫

石
川

節
子

石
川

孝
夫

石
川

利
一

石
嶋

靜
一

石
田

正
次

石
橋

泰

石
浜

義
晴

石
原

麻
理
恵

石
渡

和
実

磯
部

一
洋

市
川

清
太

市
川

次
男

市
村

操
一

伊
藤

忠
一

伊
藤

信
義

伊
藤

久
雄

伊
東

祐
孝

伊
藤

宏

伊
藤

健
一

伊
藤

美
帆

稲
垣

正
浩

稲
毛

陽
一

稲
葉

貴
弘

猪
野

清

井
上

寛

井
口

武
雄

猪
股

俊
二

茨
木

聖
子

井
深

満

今
井

努

今
成

迪
子

伊
豫
田

滋
雄

岩
崎

充
益

岩
崎

正
子

岩
田

芳
子

岩
渕

房
夫

岩
村

雅
朗

岩
村

孟

岩
本

克
也

植
松

武
昭

鵜
飼

貞
雄

打
越

輝
郎

内
田

雅
寛

宇
野

彰

栄
沢

幸
二

江
口

好
晴

江
田

昌
佑

越
後
谷

真
悦

榎
本

宏

江
畑

俊
郎

海
老
原

利
子

江
本

秀
明

遠
藤

文
子

大
石

英
幸

大
岡

久
恵

大
神

友
明

大
木

都
起
子

大
久
保

昭
教

大
沢

淑
人

大
澤

秀
利

大
下

専
一

大
関

利
久

太
田

寛
人

大
谷

悦
久

大
塚

芳
郎

大
西

久
江

大
橋

信
久

岡
出

美
則

岡
崎

一
雄

岡
田

毅

岡
田

敦
子

尾
形

敬
史

岡
村

昭
二

岡
村

奏

岡
村

雅
彦

岡
本

彪

岡
本

裕
之

荻
野

治
雄

奥
井

保
正

奥
田

謙
一

小
口

正
行

奥
野

三
千
代

奥
谷

多
作

奥
山

専
逸

奥
山

訓
近

小
黒

美
智
子

尾
崎

一
雄

長
田

裕

尾
澤

達
也

落
合

勇
一

小
根
山

延
雄

小
野

喬

小
幡

正
巳

折
笠

常
弘

柿
沼

澄
男

鹿
児
島

雅
志

春
日

親
夫

片
岡

勉

勝
田

茂

勝
屋

敬
三

加
藤

章

加
藤

年
雄

加
藤

澤
男

加
藤

昭

加
藤

小
枝
子

加
藤

敏

金
谷

精

兼
田

昌
尚

金
光

忠
重

上
川
路
紀
久
男

神
島

達
郎

上
条

博
子

神
谷

和
行

亀
井

洋
司

鴨
下

礼
二
郎

鴨
志
田

妙
子

苅
部

良
吉

川
口

千
代

川
崎

順
一
郎

河
手

達
治

河
鍋

翯

河
又

恭
一

川
村

好
秋

川
本

太
郎

菅
野

弘
義

木
内

侃

菊
島

良
治

菊
池

欣
一

岸
川

章
修

岸
本

弘
子

北
浦

健
生

北
島

瑞
男

北
野

日
出
男

北
原

明

木
塚

朝
博

木
野

主
計

木
下

匡
弘

君
島

條
太
郎

木
村

茂

木
村

潤

日
下
部

公
昭

草
柳

茂

櫛
部

淨
義

楠
山

三
香
男

久
原

建

久
保
田

宏

熊
谷

紀
男

熊
倉

正
司

隈
部

直
光

倉
品

義
昭

栗
田

英
玄

栗
田

子
郎

栗
田

裕

栗
林

茂

栗
林

幸
男

黒
羽

亮
一

桑
田

実
千
代

桑
原

洋

軍
司

真
幸

小
畔

東

小
池

一
郎

小
池

生
夫

小
池

清
治

合
田

浩
之

古
賀

幸
子

小
坂

悦
夫

小
沢

智

小
島

敏
昌

小
嶋

五
郎

小
島

昭
英

児
玉

典
子

後
藤

千
恵
子

後
藤

恒
顕

小
成

幸
男

小
林

和
彦

小
林

彗
歩

小
林

宏

小
林

茂
正

小
林

浩
行

小
林

早
苗

小
林

正
之

小
林

千
洋

小
林

正
貴

小
原

な
を
み

小
松

利
夫

小
松

尭

小
松

幸
子

五
味

勲
二

小
宮

定
志

戸
村

義
典

小
山

恭
輔

小
山

浩

小
山

弘
毅

今

春
敏

近
藤

良
享

西
東

秋
男

斉
藤

隆

斉
籐

優
子

斎
藤

光
政

佐
伯

重
幸

五
月
女

武
治

酒
井

洋
子

坂
田

信
久

坂
本

宗
弘

桜
沢

仁
志

櫻
田

倭
久
子

佐
々
木

徹
悟

佐
々
木

敏
惠

佐
々
木

幸
枝

佐
藤

伸
一

佐
藤

義
太
郎

佐
藤

重
雄

佐
藤

三
夫

佐
藤

悦
郎

佐
藤

成
明

佐
藤

功

佐
藤

功

里
見

弘

真
田

永
尊

眞
田

久

佐
貫

武
一

佐
野

和
夫

塩
井

敏
治

塩
原

修
平

重
田

親
志

重
藤

辰
治

重
野

孝
介

芝
崎

茂
夫

柴
崎

敏

柴
田

恵
美
子

柴
田

昭
二

柴
田

淳

渋
沢

仁
司

渋
谷

達
明

渋
谷

精
一

渋
谷

嘉
彦

嶋
崎

ひ
と
み

島
田

茂
樹

島
谷

弘
幸

清
水

毅

清
水

嘉
彦

下
山

寅
雄

下
山

晃

下
山
田
し
づ
子

庄
司

学

杉
江

由
里

杉
江

つ
ま

杉
山

浩
一
郎

助
川

朋
子

鈴
木

武
次

鈴
木

恕

鈴
木

勇
作

鈴
木

英
全

鈴
木

通
雄

鈴
木

奈
保
子

鈴
木

良
雄

鈴
木

泰
全

須
藤

健
児

清
野

早
苗

瀬
川

真
一

関
島

昭
三

瀬
田

な
み
江

高
井

力

高
岡

正
幸

高
木

敏
夫

高
木

哲
也

高
崎

修

高
瀬

春
雄

髙
野

大
二
郎

髙
野

忠
夫

鷹
野

誠
三

高
野

だ
い
わ

高
橋

浩
司

高
橋

誠

高
橋

砂
織

高
橋

康
明

髙
原

將

髙
松

信
英

田
上

修

高
吉

俊
子

瀧

弘
之

瀧
澤

文
雄

滝
下

文
夫

滝
田

順
子

武
井

敏
男

竹
居

高
嶺

竹
沢

豊

竹
島

政
信

武
田

恵
子

武
田

良
実

武
田

伸
一

竹
之
内

恒
男

田
瀬

則
雄

立
石

忠
徳

立
山

隆
治

田
中

禮
三

田
中

信
一

田
中

良
幸

田
中

麗
之
助

田
中

睦
夫

谷

勝
彦

田
沼

睦

田
畑

雅
庸

田
渕

英
樹

田
部

滋

玉
川

信
一

田
村

文
雄

田
村

優
介

田
原

章
孝

丹
沢

光
一

千
葉

泰
博

塚
越

二
郎

津
田

房
枝

土
屋

衷

土
屋

道
生

都
築

功

角
田

肇

坪
根

明
子

鶴
巻

勝
夫

手
塚

章

寺
尾

壽
幸

寺
岡

和
子

寺
島

明
道

寺
脇

久
人

土
井

進

土
岐

啓
介

徳
永

澄
憲

杤
堀

申
二

轟

良
子

戸
邉

好
郎

冨
田

磨
紗
子

外
山

滋
比
古

鳥
海

玲
子

鳥
飼

修

仲

暎
子

永
井

實

永
井

洋
子

長
尾

進

中
神

教
明

永
倉

到

長
坂

晃

永
澤

正
明

永
澤

正
好

中
島

光
廣

中
園

靖
雄

永
田

友
市

中
谷

元
紀

永
峰

薫

中
村

拓

中
村

以
正

中
村

通
男

中
村

静
子

中
村

伸
夫

中
村

寧
孝

永
村

順
一

中
山

茂

中
山

貞
夫

中
山

真

中
山

芳
典

中
山

佳
奈
惠

那
須

美
智

鍋
井

邦
久

浪
越

信
夫

奈
良

昭
男

新
津

武
登

仁
尾

武
博

西
上

勝
博

西
沢

良
之

西
野

虎
之
介

西
村

伸
平

西
山

弘
子

沼
田

宣
子

沼
田

敏

沼
田

治

根
岸

劭

根
立

俊
樹

根
本

博

野
口

道
子

野
崎

良
寛

野
々
宮

徹

野
々
村

淳

野
々
村

博

野
村

武
男

野
村

洋
子

野
村

良
和

萩
元

育
夫

萩
原

昌
明

土
師

和
夫

長
谷
川

三
郎

長
谷
川

博
之

長
谷
川

千
郁

秦

迪
也

畑
中

恒
夫

花
吉

洋
一

塙

博

羽
石

昌
信

羽
根
田

秀
実

濱

健
夫

早
川

俊
一

林

一
六

林

建
生

原

信
夫

原

正

原
田

拓
二

原
田

永
喜

春
成

幸
男

比
企

好
弘

土
方

多
美
枝

樋
野

俊
晴

日
比
野

文
一

平
井

静
子

平
賀

徹

平
形

精
一

平
川

信
夫

平
澤

暢
雄

平
下

賢
治

平
田

雅
彦

平
野

俊
雄

平
林

盛
得

平
林

正
光

平
松

広
太
郎

廣
川

俊
男

廣
瀬

俊
将

廣
橋

義
敬

深
川

善
次

深
澤

整

深
澤

宏

福
島

正
幸

福
島

実

福
田

実

福
田

正
義

福
田

生
一

藤
井

茂
男

藤
江

学

藤
末

篤
二
郎

藤
谷

秀
道

藤
本

真
道

藤
本

昌
男

藤
森

慎

藤
原

章
司

布
施

牧
子

船
木

賢
咲

舟
崎

和
誠

降
旗

勝
信

古
川

彦
次

布
留
川

厚

古
沢

一
朗

古
田

信
子

不
老

浩
二

星
野

賢
造

星
野

敏
男

細
川

磐

堀
井

郁
子

本
宮

健
次
郎

本
堂

辰
雄

本
間

一
匡

牧
野

健
士

政
池

節
子

正
木

隆

真
砂

芳
夫

増
田

茂

増
田

幹
夫

町
田

登

松
川

彰

松
川

重
明

松
下

健

松
下

嘉
幸

松
田

英
臣

松
平

理

松
原

達
哉

松
村

公
仁

松
元

美
明

松
本

光
弘

三
浦

早
江
子

三
浦

幹
夫

三
澤

義
一

三
沢

ち
づ
子

水
口

浩

水
越

三
郎

水
城

忠
明

水
谷

義
郎

水
野

民
男

水
野

博
介

溝
口

繁
美

三
田

浩
司

湊

勉

峰
守

秀
満

三
船

新
次

宮
内

完
吾

宮
内

和
雄

宮
久
保

靖
典

宮
下

弘
子

宮
下

憲

宮
本

義
久

宮
本

み
ち
子

牟
田

清

村
上

芳
彦

村
田

茂

村
山

勤
治

村
山

昌
央

最
上

淑
子

望
月

正

望
月

啓
次

森

米
二

森

俊
男

森

英
俊

森
内

節
子

森
清

寿
朗

森
田

幸
雄

森
田

信
義

森
平

礼
子

森
永

滉

森
元

光
保

森
本

順
子

守
屋

尚

矢
沢

要
輔

安
井

一
郎

安
田

潤

安
田

昭
子

八
ツ
田

利
幸

柳
沢

嘉
信

柳
澤

二
郎

柳
沢

均

山
内

研
二

山
岡

武
邦

山
岸

徳
治

山
口

直
行

山
口

昌
子

山
崎

秀
雄

山
崎

正
男

山
下

真
一

山
下

清
海

山
田

庸
夫

山
田

大
三

山
田

将
之

山
達

六
夫

山
本

正
三

山
本

岩
夫

山
本

敬
三

山
本

章
雄

山
元

俊
一

油
井

福
久

結
城

勝
夫

湯
本

宣
政

横
山

幸
三

横
山

由
紀
子

吉
尾

健
太
郎

吉
川

正
美

吉
澤

敏
武

芳
沢

要

吉
田

廣
雄

吉
田

雄
三

吉
田

俊
純

吉
田

良
一

吉
野

弘

若
田
部

博
哉

脇
田

健
治

和
田

豊

和
田

尚
志

渡
辺

浩
光

渡
辺

寿
夫

渡
辺

功

渡
辺

功

渡
辺

和
男

渡
辺

さ
ち
子

渡
邉

寛

渡
邉

浩
之



19

 

 

































































































































































































































































会費完納会員の皆さまへ
平成27年10月15日

一般社団法人 茗 渓 会
理事長 江 田 昌 佑

平成28年度⽝茗渓フェロー⽞
ご協力のお願い

茗渓会が新法人としてさらに発展・進化していく
ために、東京教育大学等前身諸学校から筑波大学に
わたる多様な世代を結び、教育界だけでなく広く実
業界に活躍する卒業生との地域・職域をこえた連携
を強化することを目的として、⽛茗渓会拡充キャン
ペーン⽜を推進し、その一つとして会費完納会員を
対象とした⽛茗渓フェロー⽜を創設いたしましたと
ころ、平成26年には1,300人を超え、合計約600万円
のご協力をいただきました。誠にありがとうござい
ました。
今年も、⚙月末日現在で607人の皆様からご協力
いただいております。
完納会員の皆さまには、35年間にわたり茗渓会へ
のご支援をいただき、これまで本会を支えていただ
きましたことは、誠に感謝に堪えません。
茗渓会は筑波大学や在学生、さらに新しい卒業生
に一層の支援をすることは勿論ですが、本会の老・
壮・青の力を集めて大きく発展することを期してい
ます。そのためにも、皆さまには平成28年度もご協
力をお願い申し上げる次第でございます。

⽛茗渓フェロー⽜の募集要項
既に会費を完納した会員の皆さまに呼びかけて

⽛茗渓フェロー⽜として、皆さまからの寄付を仰ぎ、
今後の茗渓会の運営に寄与していただくことを目的
といたします。

⚑ 寄付金 ⚑口 2,000円／年間

⚒ 支払い方法 口数の選択 ⚑口以上
郵便局窓口またはATMから送金してくだ
さい。
会員番号は必ず記入してください。
(お送りした封筒の宛名に記載してある⚘桁
の番号）

⚓ 季刊誌⽝茗渓⽞誌上にお名前を掲載いたしま
す。

⚔ 納入口数に応じて、感謝状及び記念品を既に
贈呈しました。その後も贈呈の準備を進めて
おります。

 

 













































































































































































季刊誌⽝茗渓⽞正月号に
誌上交流広告掲載ご協力のお願い
日頃から、茗渓会にご支援・ご協力いただきまし

た、ありがとうございます。
さて、季刊誌⽝茗渓⽞では、年⚒回、誌上を使っ

て、会員相互の交流を図るために交流広告を募集し
てまいりました。次号(1088号)では、⽛年頭の挨拶⽜
を交わす誌上交流を会員の皆さま全員にお願いして
掲載致したいと存じます。
下記の要領により、ふるって、ご応募くださいま

すようお願い致します。

記

掲載方法
季刊誌⽝茗渓⽞正月号（1088号）誌上
上段に⽛謹賀新年 平成28年 今年もよろしく

お願い致します⽜のタイトルを標記致します。

掲載対象
茗渓会等の代議員・理事・監事・各地域組織等

の代表者（会長・支部長・校長等）をはじめ、会
員の皆さまにお願いします。

掲載内容
地域組織の代表者名、個人名、連絡先、卒業年、

卒業学科、学類及びコメント(30字程度)
コメントは、例えば今年の抱負、総会等の主な

行事、サークルや同期会等のお知らせ等々を全国
の仲間と交流して下さい。

掲載文の連絡方法
FAXまたはメール等で本部事務局宛ご連絡下

さい。

掲載協力金
⚑件に付き10,000円をご協力下さい。
協力金は本部事務局までご送金下さい。

原稿等の締切り
平成27年11月20日(金)

連絡先
〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23

茗渓会 事務局長 髙野 力
TEL 03-3941-0136
FAX 03-3941-7674
E-mail info@meikeiõorõjp

＊印刷業者からゲラが出てまいりましたら、お送り
して、確認していただきます。

 

 













































































































































































季刊誌⽝茗渓⽞正月号に
誌上交流広告掲載ご協力のお願い
茗渓会では、季刊誌⽝茗渓⽞平成26年正月号(1080

号)に、各地域・職域の会長・支部長・校長の皆さま
に⽛年賀交流広告⽜をお願いしたところ、79件のご
応募をいただき、平成27年(1084号)では30件のご応
募をいただき掲載いたしました。次号(1088号)に⽛年
賀交流広告⽜を会員の皆さま全員にお願いして、掲
載致したいと存じます。
下記の要項により、ふるって、ご応募下さいます

よう、お願い致します。

記

掲載方法
季刊誌⽝茗渓⽞正月号（1088号）誌上
上段に⽛謹賀新年 平成28年 今年もよろしく
お願い致します⽜のタイトルを標記致します。

掲載対象
茗渓会等の理事・監事・代議員、各地域・職域
の代表者（会長・支部長・校長等）をはじめ、
会員の皆さまにお願いします。

掲載内容
支部等であれば、組織者・代表者名を、個人で
あればお名前・住所・連絡先（電話番号・メー
ルアドレスなど）・職名・卒業年・卒業学科・学
類などから、スペース（横＝5õ8㎝、縦＝3õ1㎝）
に入る範囲でお願いします。

掲載文の連絡方法
FAXまたはメール等で本部事務局宛ご連絡下
さい。

掲載協力金
⚑件に付き10,000円をご協力下さい。
協力金は本部事務局までご送金下さい。

原稿等の締切り
平成27年11月27日(金)

連絡先
〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23

茗渓会 事務局長 髙野 力
TEL 03-3941-0136
FAX 03-3941-7674
E-mail info@meikeiõorõjp

＊印刷屋からゲラが出てまいりましたら、お送りし
て、確認していただきます。



茗渓・東西南北

神
奈
川
茗
渓
会
総
会
は
、
本
年
度
も
例
年
通
り
、
⚗
月

第
一
土
曜
の
⚔
日
㈯
に
横
浜
中
華
街
に
あ
る
ロ
ー
ズ
ホ
テ

ル
横
浜
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
総
会
は
、
例
年
と
異
な
り
、
筑
波
大
学
の
石
隈

副
学
長
と
茗
渓
会
本
部
の
西
川
副
理
事
長
を
来
賓
と
し
て

お
迎
え
し
、
日
頃
聞
け
な
い
大
変
参
考
に
な
る
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
二
人
の
ご
出
席
は
、
茗
渓
会
と
筑
波
大
学
の
共
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
都
道
府
県
茗
渓
会
と
大
学
や
本
部
茗

渓
会
と
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
大
学
・
茗
渓
会
の
い
ず
れ
も
ト
ッ
プ
の
人
が
地
域

の
会
合
に
出
席
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
ご
出
席
さ
れ
た

も
の
で
す
。

筑
波
大
学
の
11
の
附
属
学
校
全
体

の
統
括
責
任
者
で
も
あ
る
石
隈
副
学

長
は
、
従
前
か
ら
神
奈
川
県
立
総
合

教
育
セ
ン
タ
ー
の
講
師
な
ど
で
本
県

と
の
関
わ
り
も
深
く
、
筑
波
大
学
が

現
在
進
め
て
い
る
未
来
構
想
大
学
と

し
て
の
筑
波
大
学
の
将
来
と
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
の
導
入
と
い
う
テ
ー
マ
で

ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
川
副
理
事
長
か
ら
は
、
茗
渓
会

の
現
状
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
、
本
部
と
地
域
と
の

連
携
の
必
要
性
を
再
認
識
い
た
し
ま

し
た
。

総
会
の
議
案
は
、
①
前
年
度
の
事

業
・
会
計
の
報
告
、本
年
度
の
事
業
・

予
算
案
の
審
議
、
②
神
奈
川
茗
渓
会

活
動
の
活
性
化
に
向
け
て
、
役
員
構

成
の
改
編
、
組
織
の
拡
大
の
方
策
、

財
源
の
確
保
等
の
懸
案
に
つ
い
て
の
提
案
に
対
し
て
、
出
席
者
か

ら
の
賛
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
は
、
去
る
⚕
月
21
日
㈭
に
行
わ
れ
た

第
⚔
回
茗
渓
会
定
時
総
会
に
つ
い
て
、
出
席
し
た
代
議
員
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
石
隈
副
学
長
は
東
京
の
筑
波
大
学

大
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
会
議
が
あ
る
た
め
ご
退
席
さ
れ
ま
し
た
が
、

西
川
副
理
事
長
は
川
崎
高
校
卒
業
で
も
あ
り
、
本
県
と
深
い
関
係

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
懇
親
会
で
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
も
和
や
か
に

親
交
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
出
席
者
は
、
昭
和
28
年
文
理
卒
の
お
二
人
の
先
輩
が
最

高
齢
で
、
高
師
卒
の
先
輩
の
ご
出
席
が
無
く
残
念
で
し
た
が
、
筑

波
大
卒
ま
で
老
若
男
女
が
集
い
、
和
や
か
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
な
が
ら
会
員
た
ち
と
杯
を
交
わ
す

中
で
、
筑
波
大
学
出
身
の
会
員
か
ら
、
も
っ
と
若
い
人
の
出
席
を

進
め
て
欲
し
い
と
い
う
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。

神
奈
川
茗
渓
会
と
し
て
は
、
教
員
希
望
の
学
生
に
対
す
る
支
援

を
、
受
験
前
か
ら
⚒
次
試
験
対
策
ま
で
行
っ
て
お
り
合
格
者
の
総

会
へ
の
出
席
も
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
若
い
会
員
の

出
席
の
更
な
る
促
進
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
会
の
内
容
は
、
⚙
月
に
発
行
す
る
神
奈
川
茗
渓
会
の
会
報

⽛
茗
渓
か
な
が
わ
⽜
第
⚗
号
に
掲
載
し
、
本
県
会
員
の
中
で
連
絡
の

つ
く
約
⚑
、⚓
⚐
⚐
名
に
送
付
し
ま
し
た
。

神
奈
川
茗
渓
会

会
長

清
水

進
一
（
昭
43
教
大
数
)

⑷

平
成
27
年
度
支
部
役
員
(案
)に
つ
い
て

⑸

今
村
勝
人

平
成
27
年
度
支
部
長
挨
拶

⑹

乾

杯

小
林

彰
様

⑺

桐
の
葉
（
宣
揚
歌
）

⚕

内

容

平
成
27
年
度
は
奥
山
訓
近
か
ら
今
村
勝
人
へ
支
部
長
が
引
き
継

が
れ
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。
奥
山
旧
支
部
長
か
ら

は
、
支
部
運
営
の
協
力
に
対
す
る
御
礼
と
今
後
に
期
待
す
る
こ
と

が
、
ま
た
今
村
新
支
部
長
か
ら
は
、
今
年
度
の
支
部
運
営
に
対
す

る
方
針
が
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
本
年
度
総
会
に
は
茗
渓
会
本
部
よ
り
、
江
田
昌
佑
理
事

長
を
お
招
き
し
、
貴
重
な
御
挨
拶
を
頂
い
た
。
そ
の
中
で
、
筑
波

大
学
の
現
状
や
、
福
岡
県
出
身
で
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
で
あ
る
、

福
岡
堅
樹
君
を
は
じ
め
と
す
る
学
生

の
活
躍
な
ど
が
語
ら
れ
た
。
さ
ら
に

茗
渓
会
の
会
費
の
納
入
状
況
が
思
わ

し
く
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、
こ

の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
各

支
部
組
織
に
お
け
る
会
員
確
保
と
会

費
納
入
促
進
に
一
層
尽
力
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
、

教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
企
業
へ
就
職

し
た
会
員
の
積
極
的
な
参
加
が
望
ま

れ
る
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。

本
年
度
総
会
は
、
江
田
理
事
長
来

福
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
含
め
、
案
内
を

例
年
よ
り
早
い
時
期
に
し
た
こ
と
な

ど
が
功
を
奏
し
、
教
職
員
関
係
者
だ

け
で
な
く
、
一
般
企
業
か
ら
の
参
加

が
目
立
っ
た
。
特
に
ラ
グ
ビ
ー
部
出

身
者
は
、
江
田
理
事
長
と
お
会
い
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
理
事
長

の
周
り
に
は
常
に
人
の
輪
が
で
き
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
い
て
い
た
。

総
会
を
通
し
て
、
茗
渓
会
会
員
相

互
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
強
固
な
も

の
と
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

神
奈
川
茗
渓
会
総
会
の
報
告

筑
波
大
学
石
隈
副
学
長
、

茗
渓
会
西
川
副
理
事
長
を
お
迎
え
し
て

⚑

日

時

平
成
27
年
⚗
月
⚔
日
㈯

18
時
30
分

⚒

会

場

平
和
楼

天
神
本
店

⚓

参
加
者
数

60
名

⚔

総
会
次
第

⑴

奥
山
訓
近

支
部
長
挨
拶

⑵

江
田
昌
佑

茗
渓
会
理
事
長
挨
拶

⑶

決
算
報
告

平
成
27
年
度
茗
渓
会

福
岡
県
支
部
総
会
報
告



⚑

日

時

平
成
27
年
⚖
月
20
日
(土
)
午
後
⚕
時

⚒

場

所

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

⚓

参
加
者
数

36
名

⚔

内

容

⑴

開

会

⑵

物
故
者
へ
の
黙
祷

⑶

茗
渓
会
熊
本
支
部
長
蔵
田
勇
治
あ
い
さ
つ

⑷

一
般
社
団
法
人
茗
溪
会
常
務
理
事
事
務
局
長
高
野
力
様
あ

い
さ
つ

⑸

平
成
26
年
度
会
務
、
会
計
報
告

⑹

平
成
27
年
度
茗
渓
会
熊
本
県
支
部
役
員
に
つ
い
て

⑺

写
真
撮
影

⑻

懇

親

⑼

宣
揚
歌

⑽

閉

会

平
成
27
年
度
茗
渓

会
熊
本
支
部
総
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、

一
般
社
団
法
人
茗
溪

会
常
務
理
事
事
務
局

長
の
高
野
力
様
に
遠

方
よ
り
ご
参
加
い
た

だ
き
、
ま
た
、
⚖
名

の
新
会
員
の
初
参
加

も
あ
り
、
合
計
36
名

参
加
の
例
年
に
な
い

盛
会
と
な
っ
た
。

蔵
田
勇
治
（
昭
和

52
年
：
教
大
体
卒
）

支
部
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
高
野
常
務

理
事
事
務
局
長
様
か

ら
も
現
況
報
告
を
交

え
た
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
い
た
。
高
野

様
か
ら
は
茗
溪
会
の
現
在
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
、
並
び
に
こ

れ
ま
で
の
茗
溪
会
の
歩
み
・
歴
史
に
つ
い
て
丁
寧
に
分
か
り
や
す

く
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
熊
本
と
い
う
地
方
の
支
部
に
と
っ
て
は

な
か
な
か
得
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
で
最
新
な
情
報
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。
特
に
若
手
の
会

員
に
と
っ
て
は
⽛
茗
溪
⽜
の
歴
史
と
伝
統
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
、⽛
茗
渓
に
こ
れ
ほ
ど
の
歴
史
の
積

み
重
ね
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。⽜⽛
先
輩
方
か
ら

貴
重
な
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
、
総
会
に
参
加
し
て
良

か
っ
た
。⽜
等
の
声
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
総
会
の
議
事
で
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
支
部
長
と
し

て
川
上
修
治
（
平
成
元
年
：
筑
院
修
教
卒
）
が
決
定
し
た
。
懇
親

会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
お
い
て
学
生
時
代
の

懐
か
し
い
思
い
出
を
肴
に
し
た
会
話
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
こ
れ

ま
で
長
き
に
わ
た
り
熊
本
支
部
の
総
会
及
び
新
年
会
の
会
場
と
し

て
お
世
話
に
な
っ
た
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
も
平
成
27
年
⚖

月
末
で
閉
館
と
な
る
た
め
、
寂
し
い
思
い
も
持
ち
つ
つ
も
、
平
成

28
年
⚑
月
末
の
新
年
会
で
の
再
会
を
約
束
し
閉
会
と
な
っ
た
。

⚗
月
⚕
日
(日
)午
後
⚔
時
か
ら
名
古
屋
市
の
ル
ブ
ラ
王
山
に
て
、

東
京
教
育
大
学
出
身
で
日
展
理
事
の
山
本
眞
輔
先
生
を
講
師
と
し

て
、
支
部
主
催
講
演
会
を
開
催
し
た
。
先
生
の
講
演
は
、
彫
刻
と

彫
塑
の
違
い
に
関
す
る
説
明
か
ら
始
ま
っ
た
。
ま
ず
、
先
生
の
専

門
で
あ
る
彫
塑
は
、
一
般
に
は
彫
刻
と
い
う
く
く
り
の
中
で
捉
え

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
際
は
、
彫
刻
と
は
、
木
や

石
な
ど
硬
い
素
材
を
彫
り
刻
む
技
法
を
い
い
、
彫
塑
は
粘
土
な
ど

の
可
塑
性
素
材
を
盛
り
つ
け
て
形
を
作
る
技
法
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
た
。
先
生
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
た
ち
の
陥
り
が
ち
な
誤
解

を
解
く
と
同
時
に
、
彫
塑
の
魅
力
を
熱
く
語
り
始
め
た
。

先
生
は
講
演
の
中
で
、
芸
術
作
品
の
持
つ
力
に
つ
い
て
、
専
門

的
、
芸
術
的
な
話
を
さ
れ
た
が
、
そ
の
範
囲
を
超
え
て
、
教
育
や

人
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
熱
意
を
も
っ
て
話
を
さ
れ
、
そ
の
内

容
は
示
唆
に
富
み
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
印
象

に
残
っ
た
の
は
次
の
点
で
あ
る
。

人
間
は
理
性
と
感
性
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
普
段
見
落
と
さ

れ
が
ち
な
感
性
の
部
分
に
焦
点
を
当
て
そ
の
部
分
を
伸
ば
す
こ
と

の
大
切
さ
を
力
説
さ
れ
た
。
簡
単
な
絵
を
提
示
さ
れ
、
そ
の
絵
か

ら
得
る
、
大
人
と
子
供
の
発
想
を
比
較
し
、
い
か
に
子
供
の
発
想

が
豊
か
で
あ
る
か
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
の
教
育
に

何
が
欠
落
し
て
い
る
か
を
私
た
ち
に
教
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
。

先
生
の
語
り
は
終
始
熱
気
を
帯
び
、
彫
塑
の
魅
力
に
始
ま
り
、

人
生
や
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
示
唆
に
富
む
内
容
が
随
所
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
会
員
か
ら
は
惜
し
み
な

い
感
謝
の
拍
手
が
起
こ
り
、
講
演
は
終
了
し
た
。

講
演
会
に
続
い
て
、
午
後
⚕
時
か
ら
支
部
総
会
を
行
っ
た
。
鳥

山
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、
高
野
事
務
局
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。
本
年
度
は
新
支
部
長
を
選
出
す
る
年
で
あ
り
、
鳥
山
支

部
長
か
ら
、
新
支
部
長
と
し
て
高
須
先
生
を
選
出
し
た
い
と
い
う

旨
の
議
事
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

高
須
新
支
部
長
が
挨
拶
を
の
べ
、
茗
渓
会
愛
知
支
部
の
さ
ら
な
る

発
展
を
決
意

さ
れ
た
。

総
会
の
後
、

講
師
の
山
本

先
生
や
高
野

事
務
局
長
に

も
出
席
し
て

い
た
だ
い
て
、

懇
親
会
を
行

っ
た
。
今
年

度
も
100
名
を

超
え
る
会
員

が
参
加
し
て

懇
親
を
深
め

る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に

盛
況
で
あ
っ

た
。
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茗
溪
学
園
が
目
指
す
生
徒
像

本
校
で
は
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
(Ｉ
Ｂ
)の
デ
ィ
プ
ロ
マ
(Ｄ
Ｐ
)

課
程
開
設
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
（
現
在
は
⽛
Ｉ
Ｂ

候
補
校
⽜、
⚒
⚐
⚑
⚗
年
開
始
の
計
画
）。
今
年
度
は
高
校
の
Ｉ
Ｂ

課
程
に
繋
げ
る
Ｇ
(グ
ロ
ー
バ
ル
)コ
ー
ス
を
中
学
に
設
置
し
、
30

名
ほ
ど
の
生
徒
が
そ
の
コ
ー
ス
で
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
当
た
り
、
Ｉ
Ｂ
教
育
の
良
さ
を
取
り
込

ん
で
茗
溪
教
育
の
さ
ら
な
る
発
展
・
展
開
を
期
し
て
、
茗
溪
学
園

が
目
指
す
⚗
つ
の
生
徒
像
を
掲
げ
ま
し
た
。

世
界
を
舞
台
に
存
分
に
活
躍
す
る
、
そ
の
た
め
の
基
礎
を
つ
く

る
場
、
そ
れ
が
茗
溪
学
園
で
す
。
そ
の
茗
溪
生
活
の
中
で
培
わ
れ

る
生
徒
像
と
は
…
。

目
標
と
す
る
⚗
つ
の
生
徒
像

田
代
淳
一
新
校
長
は
、
在
校
生
に
向
け
て
次
の
⚗
つ
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

①

探
究
す
る
生
徒
Inquirer

記
憶
力
を
競
う
の
で
は
な
く
、
疑
問
点
を
探
し
、
調
べ
直
し
、

発
表
し
、
討
論
す
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
学
習
方
法
を
身
に
着
け

る
こ
と
が
中
学
高
校
で
の
本
来
の
学
び
で
す
。

②

知
識
豊
か
な
生
徒
Know
ledgeable

知
識
を
活
用
す
る
力
（
＝
知
恵
）
が
、
数
多
く
の
⽛
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
⽜
か
ら
、
体
験
的
に
蓄
え
ら
れ
て
い
き
ま
す

③

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
上
手
な
生
徒
C
om
m
unicator

人
と
人
と
が
通
じ
合
う
た
め
に
は
、
訓
練
が
必
要
で
す
。
相

手
を
理
解
す
る
力
、
自
分
を
伝
え
る
力
、
日
常
的
に
こ
れ
ら
を

養
う
場
が
茗
溪
に
は
あ
り
ま
す
。

④

心
を
開
け
る
生
徒
O
pen-m
inded

世
界
に
目
を
向
け
、
相
手
を
受
け
入
れ
理
解
す
る
偏
見
の
な

い
開
か
れ
た
心
を
、
様
々
な
国
際
交
流
を
通
し
て
涵
養
し
ま
す
。

⑤

心
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
徒
Balanced

体
力
も
気
力
も
学
力
も
、
忍
耐
力
も
想
像
力
も
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
健
康
な
か
ら
だ
に
宿
り
ま
す
。
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
生
活
は
、
豊
か
な
感
受
性
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

⑥

挑
戦
す
る
生
徒
Risk-taker

失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
力
。
失
敗
し
て
も
、
も
う
一
度
や

っ
て
み
る
。
工
夫
し
て
成
功
す
る
ま
で
努
力
を
繰
り
返
す
体
験

的
な
訓
練
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
養
わ
れ
ま
す
。
本
校
に
は
、

互
い
に
支
え
あ
う
仲
間
も
い
ま
す
。

⑦

自
分
の
考
え
を
持
て
る
生
徒
Thinker

研
究
し
分
析
し
て
自
分
の
考
え
が
持
て
る
人
と
な
れ
。
そ
れ

に
は
、
考
え
抜
く
姿
勢
が
必
要
で
す
。
こ
の
姿
勢
が
、
未
来
を

切
り
拓
き
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
Ｉ
Ｂ
の
掲
げ
る
10
の
学
習
者
像
(learnerprofile)

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
本
校
の
建
学
の
理
念
や
教
育
の
⚕
本

柱
と
し
て
掲
げ
て
き
た
も
の
と
相
通
ず
る
も
の
で
、
改
め
て
示
し

ま
し
た
。
新
た
な
発
展
・
展
開
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て
生

徒
・
教
職
員
一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｉ

国
際
交
流
が
盛
ん
な
本
校
で
は
積
極
的
に
交
流
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
が
、
⚙
月
に
は
南
半
球
の
高
校
生
が
来
校
、
授
業
や
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
し
た
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⚙
月
23
～
28
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ネ
ル
ソ
ン
カ
レ
ッ

ジ
と
ネ
ル
ソ
ン
女
子
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
20
名
の
生
徒
が
、
続
い
て
⚙

月
26
～
30
日
に
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
セ
ン
ト
ジ

ョ
セ
フ
カ
レ
ッ
ジ
（
男
子

校
）
生
徒
20
名
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
交
流
の
進
め

方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
茗
溪
生

と
バ
デ
ィ
を
組
み
、
行
動

を
共
に
し
て
授
業
な
ど
に

参
加
す
る
も
の
で
す
。
相

互
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
互
い
の
文
化
の
理

解
が
年
々
深
ま
っ
て
い
ま

す
。

22

茗
溪
学
園
だ
よ
り

夏の活動と活躍紹介
〈部活動〉
◎高校ラグビー部全国⚓位・全国⚗人制
ラグビー大会（会場：長野県菅平高原）
⚒年連続⚒回目の出場、得意の展開
ラグビーで準決勝進出。優勝した東海
大仰星高（大阪）に敗れ⚓位となる。

◎中学ラグビー部全国⚖位第⚖回全国
中学ラグビー大会（会場：茨城県水戸
市）に⚕回目の出場。⚒度目の全国優
勝を目指したが、初戦で東海大仰星中
学（大阪）に敗れ、敗者戦にまわり⚖
位となった。

◎中学全国大会（函館開催）出場：
•男子バドミントン部（団体)⚒年
連続出場
•女子柔道部（団体・個人)全国大会
初出場・個人戦ベスト16

全国大会（函館）出場の女子柔道部員：
⚓名の部員で県大会無敵で全国大会出場を
果たす

◎インターハイ（IH・全国高校総合体育
大会、近畿開催)•水泳（飛び込み)
⽛シンクロナイズド飛び込み⽜関東ブ
ロックチームの一員として全国⚓位
（飛び込みの県代表として10月の国体
(和歌山)にも出場）、•剣道女子個
人ベスト16、•器械体操女子個人
◎アジアロープスキッピング：個人フ
リー⚒位
◎科学部生物班Global Science Link
Singapore 出場（国内⚓位、英語で
の発表、ホタル研究で新説発表）

科学部無線班全国ARDF大会中学団体
⚑位、アジア大会出場

◎全国総文祭出場：書道部
〈高校⚑年臨海訓練〉
千葉県岩井海岸で行われた臨海訓練

（⽛⚔キロ皆泳⽜行事）は、天候に恵まれ、
参加生徒258名中255名が完泳。



桐の葉のつどい 同期入学､または同行のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆平成26年度 東教大⽝三十二会⽞東京大会
と き 平成26年11月13日(木）
ところ 東京ステーションホテル
歴史的建造物として復元され、100年の歴史を誇るホテルの内覧を記念行事として
行い、その後、宴会場⽛鳳凰の間⽜に於いて参加者36名（内 女性⚔名）で開催され
ました。東教大⽛三十二会（みとにかい）⽜は昭和32年東京教育大学体育学部卒の同窓
生が、平成⚗年に⽛還暦⽜を契機に始めた集まりです。本年まで20年14回を重ね、皆
⽛傘寿⽜を迎える歳となり、残念ですが、今年を最後とすることにしました。
残金は幹事で相談し、平成27年発刊予定の⽝東京教育大学体育学部の歩み 戦後体
育の模索と探求 ⽞を購入し、会員全員一冊ずつ記念に持つことにしました。

幹事：鯨井政信

⿆三六会(昭和36年 東京教育大学農学部林学科卒)
と き 平成27年⚗月12日(日)
ところ 熱海 水葉亭
毎年開催していますが、日帰りでは時間切れとな

るので今回一泊で夜通し語り明かそうと11名参加の
もと開催。⚙回の実習の楽しい思い出、当時歌った歌
など楽しい夜を過ごしました。 幹事：田村正義

⿆大塚人文地理学OB会
と き 平成27年⚖月28日(日）
ところ アルカディア市ヶ谷（私学会館）
東京文理科大学・東京教育大学・筑波大学で人文地理学を学
び、大学その他で研究と教育に携わってきた60歳以上の関東
在住者を中心とした交流会で21名が参加しました。参加者の
活力と地理学に対する変わらぬ熱意に、大いにもりあがりま
した。 写真：内山幸久 記：田林 明

⿆卒業60周年記念 昭和30年卒数学科クラス会
と き 平成27年⚖月29日(月)
ところ 林野会館
高齢化のため、残念ですが、今年のクラス会をもって最後とすることにし

ました。平成15年⚘年ぶりに開催してから、今年まで毎年実施して来ました。
宣揚歌をみんなで歌って、名残を惜しみながら解散しました。
茗荷谷駅と会場との往復は、キャンパス跡地の教育の森公園をみんな一

緒に歩きました。 幹事：窪田 騰

⿆言語学科ミニOB会
と き 平成27年⚗月⚒日(木)～⚓日(金）
ところ メルパルク横浜
一昨年・昨年に引き続いて言語学科ミニOB会が開かれ、⚘
人の同窓生が参加した。昭和34年（⚒人）・35年（⚓人）・36年
（⚓人）卒業の面々である。場所は横浜中華街近くのメルパル
ク。当初は13人の参加が見込まれたが諸事情が生じて⚕人が
不参加となった。来年は可能なら茗渓会館で開催される見込み。

記：岩佐晴夫

⿆東京教育大学 アーチェリー部OB会 忘年会
と き 平成26年12月23日(火)
ところ 聘珍樓横浜本店
恒例の忘年会を横浜中華街で行った。今回は全日本学生アーチェリー連

盟の委員長をなさった清水氏が、焼津から駈けつけて下さり、昔話に花が咲
いた。参加者16名。 文責：川島輝雄
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
遺族住所・氏名

最
後
の
博
物
学
者

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
＝
フ
ォ
ン
＝
フ
ン
ボ
ル
ト
の
生
涯

著

者
：
佐
々
木

博
（
33
教
大
地
理

40
院
博
地
理
）

筑
波
大
学
名
誉
教
授

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

二
七
五
ペ
ー
ジ

五
、四
〇
〇
円

出

版

社
：
古
今
書
院

二
〇
一
五
年
八
月
三
日
発
行

本
書
は
、
田
村
百
代
と
の
共
訳
で
フ
ン
ボ
ル
ト
を
紹
介
し
て
か
ら
約

30
年
間
、
フ
ン
ボ
ル
ト
に
取
り
付
か
れ
た
フ
ン
ボ
ル
タ
ー
（
財
団
研
究

員
）
に
よ
る
執
念
の
一
作
で
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
が
主
流
の
中
で
、

学
説
史
研
究
は
定
年
後
の
手
す
さ
び
と
見
做
さ
れ
勝
ち
な
分
野
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
人
は
少
な
い
。
著
者
は
立
正
大
学
、
筑
波

大
学
、
目
白
大
学
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
究
を
す
る
片
わ
ら
、
フ

ン
ボ
ル
ト
へ
の
関
心
を
持
続
し
、
紀
要
等
に
発
表
し
て
来
た
。
フ
ン
ボ

ル
ト
へ
の
著
作
化
が
本
格
化
し
た
の
は
、
定
年
後
の
73
歳
以
降
で
あ
り
、

都
内
の
大
学
図
書
館
で
の
資
料
収
集
の
成
果
を
も
取
入
れ
た
伝
記
で
あ

る
。今

な
ぜ
フ
ン
ボ
ル
ト
か
？

か
ら
執
筆
し
、
灰
色
で
友
だ
ち
も
い
な

い
幼
少
期
、
四
つ
の
大
学
で
の
勉
学
、
鉱
山
官
時
代
〈
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ

ー
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
を
創
設
し
た
兄
の
フ
ン
ボ
ル
ト
評
は
人
間
性
に
言

及
し
て
い
る
〉、
母
の
死
に
よ
り
得
た
莫
大
な
遺
産
を
活
用
し
た
海
外

探
検
へ
の
も
く
ろ
み
、
ア
メ
リ
カ
探
検
旅
行
、
ロ
シ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア

探
検
、
独
身
を
通
し
た
晩
年
の
孤
独
に
耐
え
た
生
活
な
ど
、
興
味
尽
き

な
い
題
材
を
書
き
進
め
た
好
著
で
あ
る
。
御
一
読
を
乞
う
。

大
嶽
幸
彦
（
41
教
大
地
理
、
48
院
博
地
理
、
上
越
教
育
大
学
名
誉
教
授
)

ジ
ョ
ー
ク
で
楽
し
む
英
文
法
再
入
門

著

者
：
豊
田
一
男
（
37
教
大
英
文
）

本
の
大
き
さ
：
Ａ
⚕
判

四
四
八
ペ
ー
ジ

二
、
九
〇
〇
円

出

版

社
：
開
拓
社

と
も
か
く
大
人
が
読
ん
で
面
白
い
、
英
語
が
で
き
て
も
(文
法
な
ん

か
わ
か
っ
て
る
！
)で
き
な
い
(も
う
い
っ
ぺ
ん
勉
強
し
て
み
る
か
！
)

向
き
に
も
、
お
買
い
に
な
っ
て
絶
対
損
は
さ
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
冗
談

で
は
な
い
。
ど
の
ペ
ー
ジ
か
ら
読
ん
で
も
ニ
ヤ
リ
、
ク
ス
リ
、
ウ
ン
ウ

ン
、
時
に
ヤ
ラ
レ
タ
で
あ
る
。
例
文
に
は
ジ
ョ
ー
ク
だ
け
で
な
く
寸
鉄

人
を
刺
す
名
言
の
類
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
よ
ほ
ど
気
を
つ
け
な

い
と
面
白
く
て
今
何
の
勉
強
を
し
て
い
る
の
か
忘
れ
て
し
ま
う
。
と
は

言
っ
て
も
文
法
書
と
し
て
も
、
奇
を
て
ら
わ
ず
年
配
者
に
も
よ
く
分
か

る
項
目
立
て
で
安
心
し
て
読
め
る
使
い
易
さ
が
あ
る
。
世
に
英
語
屋
は

あ
ま
た
居
る
が
、
こ
れ
だ
け
厖
大
な
面
白
い
例
文
を
収
集
・
整
理
・
分

類
で
き
る
の
は
こ
の
道
を
50
年
⽛
真
面
目
に
⽜
歩
ん
で
来
た
こ
の
著
者

だ
け
だ
ろ
う
。

浅
羽
亮
一
(32
年
教
大
英
文
)

著
書
紹
介

佐藤 昭二 筑波大学名誉教授 27・7・12
〒160-0011 新宿区若葉町1-14 妻 佐藤美恵子
林 信義 16・文四 27・5・6
〒061-3211 石狩市花川北一条1丁目2-37 長女 場崎 朝子
清水馨八郎 16・文四 27・5・4
〒169-0074 新宿区北新宿3-4-5 妻 清水 澄子
太田 静樹 17・文一 27・6・30
〒630-8002 奈良市二条町1-1-45 長女 太田まり子
坂田康一郎 18・文四 27・8・7
〒675-0007 加古川市神野町西之山荒ヶ瀬203-1 次男 坂田 敏郎
栗田 英玄 20・農教 27・7・5
〒390-0311 松本市水汲254 妻 栗田惠美子
堀 房夫 22・理一 27・6・29
〒500-8455 岐阜市加納栄町通6-8 妻 堀 恵美子
岡野 康吉 22・臨数 27・6・29
〒116-0002 荒川区荒川6-50-3 妻 岡野 輝子
永谷 在 20・大地鉱 26・11・18
〒445-0886 西尾市針曽根町北側55 次男 永谷 基
鈴木 良雄 23・理四 27・8・19
〒179-0083 練馬区平和台3-6-12 妻 鈴木 正子
藤木達三郎 24・文四 27・6・29
〒176-0014 練馬区豊玉南1-20-3 妻 藤木 弘枝
中村 璋八 26・大漢 27・6・2
〒156-0043 世田谷区松原6-27-22 妻 中村 敞子
伊藤 利定 26・文一 26・10・11
〒390-0821 松本市筑摩2-24-25 長男 伊藤 洋一
小関 辰巳 26・文四 27・5・6
〒215-0014 川崎市麻生区白山5-1-8-308 妻 小関 京
大野 順一 27・理三 27・4・27
〒215-0003 川崎市麻生区高石2-31-3 妻 大野富美子

木村 善保 27・理三 27・7・3
〒124-0021 葛飾区細田3-35-9 妻 木村 淑子
蓮田 光雄 27・農教 27・8・5
〒289-0611 千葉県香取郡東庄町新宿1265-2 妻 蓮田夫佐代
片岡 紀明 28・教大哲 27・5・21
〒179-0085 練馬区早宮3-38-12 妻 片岡美代子
湯本 眞哉 29・教大動 27・6・27
〒982-0801 仙台市太白区八木山本町2-13-18 妻 湯本 富子
田村 宏 30・教大健 27・5・21
〒010-0041 秋田市広面野添78-3 妻 田村 知子
石川依久子 31・教大植 27・5・29
〒182-0035 調布市上石原3-60-2-402 長男 石川 顕
内川 昌峙 31・教大林 27・8・7
〒186-0011 国立市谷保5800-2 長女 吉田 知子
小松 尭 31・教大林 27・7・26
〒509-9132 中津川市茄子川790-3 妻 小松 睦子
伊沢 誠雄 33・教大地 27・8・10
〒359-0025 所沢市上安松574 妻 伊沢 洋子
猪股 俊二 33・教大健 26・8・20
〒284-0001 四街道市大日470-60 妻 猪股 初江
戸坂 秀男 34・教大体 27・5・9
〒322-0305 鹿沼市口粟野762 長男 戸坂 秀一
織田 元泰 36・教大日史 27・7・4
〒422-8041 静岡市駿河区中田2-5-11 妻 織田 矩子
小野 光夫 37・教大地 26・8・24
〒203-0032 東久留米市前沢5-28-1 妻 小野千香子
清山 千春 57・筑体 27・⚗・22
〒300-0501 稲敷市鳩崎32 長男 清山 剛

著 書 紹 介
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つ
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台
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筑
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Ｘ
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〇
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印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前
号
（
平
成
27
年
夏
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
24

追
悼
録

岡
田
隆
行
氏
の
住
所

（
正
）
墨
田
区
緑
⚒

⚕

⚘
（
誤
）
25

⚘

Ｐ
24
（
正
）
鍬
方
建
一
郎
（
誤
）
鍬
形
建
一
郎

Ｐ
24
（
正
）
鍬
方
い
つ
子
（
誤
）
鍬
形
い
つ
子






























































広

報

編
集
後
記

•
本
号
か
ら
⚖
回
連
続
で
、
筑
波
大
学
附
属
学
校
に
つ
い
て
シ
リ

ー
ズ
で
掲
載
致
し
ま
す
。
第
⚑
回
は
筑
波
大
学
副
学
長
・
附
属

学
校
教
育
局
教
育
長
の
石
隈
利
紀
先
生
か
ら
⽛
国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
附
属
11
校
の
紹
介
⽜
と
い
う
原
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。第

⚑
回
目
の
学
校
と
し
て
附
属
小
学
校
か
ら
原
稿
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
毎
号
⚒
校
ず
つ
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

•
本
会
前
理
事
長
の
西
野
虎
之
介
さ
ん
に
茗
渓
会
理
事
長
と
し
て

の
想
い
出
や
将
来
の
展
望
等
に
つ
い
て
本
会
の
五
味
田
優
理
事

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
い
た
し
ま
し
た
も
の
を
、
⚔
ペ
ー
ジ
に
ま
と

め
ま
し
た
。

平
成
27
年
10
月
15
日

平
成
28
・
29
年
度

代
議
員
選
挙
公
示

一
般
財
団
法
人
茗
渓
会
選
挙
管
理
委
員
会

定
款
で
は
、
代
議
員
が
法
律
上
の
社
員
と
な
り
社
員
総
会

の
議
決
権
を
持
つ
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
代
議
員
の
選
任
は

全
正
会
員
か
ら
の
立
候
補
及
び
推
薦
に
よ
る
候
補
者
を
全
正

会
員
の
投
票
に
よ
り
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

代
議
員
選
挙
規
程
に
基
づ
き
下
記
の
通
り
選
挙
を
実
施
し
ま

す
。

記

⚑

代
議
員
定
数
110
人
（
平
成
27
年
⚔
月
⚑
日
現
在
正
会
員

数
に
よ
る
）

⚒

立
候
補
手
続
き
（
①
立
候
補
者
）

⑴

立
候
補
資
格
：
本
会
正
会
員
（
最
近
⚒
年
間
の
会
費

納
入
者
ま
た
は
完
納
者
）

⑵

立
候
補
の
条
件
：
所
属
す
る
地
域
組
織
等
の
⚓
名
以

上
の
正
会
員
の
推
薦

⑶

手
続
き
：
立
候
補
届
（
様
式
6

1
）
を
所
属
の
地

域
組
織
等
の
長
に
提
出

⑷

立
候
補
締
切
り
：
11
月
⚖
日
(金
）

⚓

推
薦
手
続
（
②
推
薦
候
補
者
）

⑴

被
推
薦
者
の
資
格
：
本
会
の
正
会
員

⑵

推
薦
の
条
件
：
正
会
員
⚓
名
以
上
の
推
薦

⑶

手
続
き
：
候
補
者
推
薦
書
（
様
式
6

2
）
を
地
域

組
織
等
の
長
に
提
出

⚔

支
部
と
り
ま
と
め

⑴

地
域
組
織
等
の
長
は
候
補
者
名
簿
（
様
式
⚗
）
を
選

挙
管
理
委
員
会
に
提
出

⑵

提
出
期
限
（
地
域
組
織
等
か
ら
本
部
へ
）：
11
月
20
日

(金
）

⚕

候
補
者
名
簿

季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
正
月
号
に
同
封
、
投

票
用
紙
を
郵
送
。
候
補
者
数
が
代
議
員
定
数
以
内
の
時
は

候
補
者
を
も
っ
て
当
選
と
す
る
。

⚖

投

票
：
正
会
員
は
、
投
票
用
紙
を
選
挙
管
理
委
員
会

宛
て
に
郵
送
す
る
。
投
票
〆
切
：
⚒
月
10
日

⚗

当
選
代
議
員
公
示
：
季
刊
誌
⽛
茗
渓
⽜
春
号
に
掲
載

表
紙
の
言
葉
デ
ザ
イ
ン
茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

茗
渓
会
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
⚙
月
⚓
日
に
、
オ
ー

プ
ン
し
た
。
そ
れ
に
先
立
つ
⚙
月
⚑
日
、
⚒
日
と
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
写
真
は
⚒
日
、
茗
渓

会
関
係
者
及
び
近
隣
の
町
内
会
や
大
学
、
企
業
等
の
方
々
を

招
い
て
行
わ
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

写
真
に
は
参
加
者
の
半
数
し
か
写
っ
て
い
な
い
が
、
多
く

の
方
々
に
お
集
り
い
た
だ
い
た
と
い
う
。
腕
だ
け
で
失
礼
だ

が
、
乾
杯
は
茗
渓
会
館
に
ゆ
か
り
の
深
い
図
書
文
化
社
長
に

よ
る
。

⚑
階
に
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
も
出
来
た
。
是
非
、
多
く
の

皆
様
の
ご
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。
今
回
は
撮
影
者
と
い
う

よ
り
副
理
事
長
と
し
て
の
コ
メ
ン
ト
に
な
っ
た
。

⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
10
月
号
を
同
封
し
ま
す

昨
年
に
続
き
⽛
筑
波
大
学
新
聞
⽜
10
月
号
を
同
封
し
ま
す
。
筑

波
大
学
の
様
子
が
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
お
読
み
下

さ
い
。

今
後
の
地
域
組
織
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

組
織
名

実
施
日

講
演
会
の
予
定

京

都
11
／

21
(土
)
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
テ
ラ
事
業
部
長

小
林
千
洋
氏

宮

城
11
／

21
(土
)
講
演
会
は
隔
年

東

京
11
／

29
(日
)
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ
ナ
イ
ン

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
井
田
寛
子
氏
(予
定
)



茗渓会担当：上席執行役員秘書室長　岡本　俊一



つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒308-0008 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

一般社団法人 食医同源之会
〒124-0024 東京都葛飾区新小岩1-43-6

オリムピアビル⚖Ｆ
TEL&FAX 03-3654-2410

代表理事 渡邉 悟 56筑二農62筑院博農 
http://syokuidougen.main.jp

堀 内 法 律 事 務 所

〒305-0025 つくば市花室1011番地
TEL 029(857)4411 FAX 029(857)4412

所長・弁護士 堀内 昭三（35教大法政)

相続・法人設立・ビザ etc...
行政書士 髙谷真一事務所

〒300-0826 土浦市小松ヶ丘町3番15号
TEL&FAX 029-821-8177

代 表 髙谷 真一（平20筑修ビジ)

海 城 中 学 ・ 高 等 学 校

〒305-0025 東京都新宿区大久保3-6-1
茗渓会館⚓階

校 長 水谷 弘（昭40教大数)

聖 徳 大 学 文学部
〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬55
電話 047-365-1111(代表)
E-mail : akifuji @ seitoku. ac. jp

学部長 藤原 保明 昭48教修英平⚓筑博文言 

経営・労務・年金etc. コンサルタント
福岡経営労務事務所
〒125-0042 葛飾区金町3-27-3

TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒273-0115 千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7
電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)

㈱東京科学光芸社
茗渓会館写真スタジオ
〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23

茗渓会館⚓階
TEL 03-3945-9390 FAX 03-3945-9392

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ選手、文化人のマネジメント＆キャスティング
トレーニングジム、鍼灸整骨院、デイサービスの運営

株式
会社スポーツカンパニージャパン
〒590-0412 大阪府泉南郡熊取町紺屋2-21-17
TEL 072-452-0030 http://tachiryugym.com
代表取締役 藤田 文武（筑波大体育 2004卒)

fujita@sportscompany.co.jp

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室

株式会社 阿部兄弟建築事務所
http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人 昭和57筑基工 
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

スキューバダイビングのアセントツアー
東京都知事登録旅行業3-3443号

東京都港区赤坂6-13-19-502 03-3560-3381
取締役社長 川上 雄筰 昭和45年農芸化学卒 
http://ascent.co.jp/ kawakami@ascent.co.jp

アセントツアー
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水
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大
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通
講
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み
る
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文
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ム
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ー
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開
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る
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定
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す
。

 

 





















予

告





桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 三谷 高康
入試事務室相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群（2016 年開設）



平成28年度茗溪学園入学試験日程
◎中学グローバルコースAO入試
　11月より受付開始
　（詳細はお問い合わせください）
12月20日（日） 中学推薦入試
 海外枠入試（中学・高校）
1月 9日（土） 高校推薦入試
1月10日（日） 中学一般入試第1回
1月26日（火） 中学一般入試第2回
 高校一般入試


